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中空土偶によって現代によみがえり、函館にゆかりある歴史上

の人物たちによって結成された 2次元アイドルグループ『HAKOMEN』

は、メンバー自身のゆかりある土地を中心に函館の街を盛り上げ

るべく、ネットを中心に活動しています。 

2021 年 9 月に活動を開始し、10 月にデビュー曲「君と

HAKO☆DATE」を発表してからは、その人気は急上昇し、ついには函

館観光 PR 大使に任命されました。公式 HP では各メンバーのオス

スメするデートコースとプランが紹介されており、推しのプラン

を再現するなどして、函館の街をあますことなく堪能することが

できる、体験型アイドル、それが『HAKOMEN』なのです！ 

函館に観光客がいないことに気づいた土偶↓ 

土方歳三 Hijikata Toshizo 

榎本武揚 Enomoto Takeaki 

石川啄木 Ishikawa Takuboku 

ペリー Matthew C.Perry 

武田斐三郎 Takeda Ayasaburo 

                                 CV：濱野大輝 

                       

誕生日：5 月 31 日 好きなこと：お祭り、釣り おすすめスポット：八幡坂 

自身に満ち溢れている強気な切り込み隊長。責任感が強く、周りを巻き込む才能がある。 

                                 CV：天﨑滉平 

                       

誕生日：10 月 5 日 好きな食べ物：紅茶、洋菓子 おすすめスポット：旧函館区公会堂 

向上心が高い真面目なキャラ。完璧主義だが、たまに抜けていることがある。 

                                 CV：永塚拓馬 

                       

誕生日：2月 20 日 好きな景色：露天風呂からみる夜景 おすすめスポット：湯の川温泉 

中性的で控えめな性格。落ち込んだ時は甘いものを食べて元気を取り戻す穏やかな男子。 

                                 CV：市川太一 

                       

誕生日：4 月 10 日 好きな食べ物：ハンバーガーなど おすすめスポット：縄文遺跡 

能天気で底抜けに明るく、5人を和ませる天然キャラ。函館の食べ物がとにかく大好き。 

                                 CV：吉原康平 

                       

誕生日：11 月 4 日 弱点：動物が苦手 おすすめスポット：特別史跡五稜郭跡 

集中力と包容力があるお兄さんキャラだが、五稜郭の話になると誰も止められなくなる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HAKOMEN プロデューサー 

独占インタビュー！ 
MIMIZ 編集員町田京介は、ついに中空土偶に

インタビューを行うことに成功した。ここでは、

その一部を掲載しようと思う。 

町田（以降“ま”）：土偶 P、まずはデビューおめで

とうございます。 

中空土偶（以降“P”）：ありがとうございます。 

ま：土偶 Pはいつ目覚めたのですか？ 

P：縄文文化遺産が登録されたことに記念して

2021 年 9 月に目覚めたのですが、謎のウイ

ルスの影響で観光客が少なく、函館を盛り上

げなければ！という思いで、HAKOMEN メ

ンバーを復活させました。 

ま：土偶 Pがアイドルを思いついたのですね。 

P：お恥ずかしい限りです。 

ま：どうしてこの 5人が選ばれたのですか？ 

P：まずは函館にゆかりのある偉人を選びまし

た。彼らにゆかりのある観光名所があるとい

うことを条件によみがえってもらいました。 

ま：武田斐三郎なら五稜郭のように思いつくとこ

ろが確かにあります。 

P：聖地巡礼を兼ねて、ぜひ函館の名所を回って

ほしいと思います。 

ま：観光 PR 大使になってからはそうした需要が

増えたのでは？ 

P：観光名所に行ってもらい、そこで他の“函館”

の魅力に気づいてもらえればと思います。 

 

ま：メンバーカラーはどのように決まったのでし

ょうか？ 

P：土方はセンターなので赤に。カラーリングは

現代風にすることを特に気を付けました。アイ

ドルや戦隊モノを参考にして……。 

ま：デビュー曲『君と HAKO☆DATE』の成り立

ちを教えてください。 

P：最初はいか踊りしか練習していませんでし

た。武田が自分たちの曲がないことに気づき、

そこで石川が趣味で作っていたラップを、私が

デビュー曲として編曲しました。 

ま：曲中でメンバーがデートをしますが、全員フラ

れてしまいますね。 

P：……彼らの努力次第でしょう。 

ま：函館市民は今後の活躍を期待しています。 

P：曲のリリースや衣装チェンジは、皆様の応援次

第であるかもしれません。 

ま：私たちはどのように応援していけばよいでし

ょうか？ 

P：最新情報を公式 Twitter で発信していきま

すので、まずは SNS をフォローしていただけ

ればと思います。  

ま：本日はありがとうございました。 

 

(取材場所：函館市役所) 



『君と HAKO☆DATE』 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしは HAKOMENおし！ 

10 月 14 日にリリースされた『君と HAKO☆DATE』 

は、再生回数 6.9 万回（2021年 12 月現在）を超え 

る HAKOMEN のデビュー曲。ラップ調の音楽が特徴 

で、メンバーが函館各地でデートをしている様子 

が歌われている。「DATE」は“デート”と読み、函 

館とかかっているのもユニークだ。 

この日は、HAKOMEN の声優も同時に発表され、特 

に大きな注目を集めたのは榎本武揚役の天﨑滉平。 

ラップを題材としたアニメ『ヒプノシスマイク』で主人公の弟を演じており、この HAKOMEN でもそのラップ

技術が光っている。5 人の声優は特に若い声優で構成されており、HAKOMEN と同時に声優も応援したくなる

ような工夫が施されている。 

曲中ではメンバー全員が個性の出しすぎでフラれてしまっているが、いつか彼らの恋が成就するときはく

るのだろうか。 

(君と HAKO☆DATE は YouTubeにて公開中！) 
※『君と HAKO☆DATE』は YouTube で配信中！ 

SNS ホームページをチェック！ 

↑公式 HP 

メンバーが函館の

観光情報をお届

け！ 

↑公式 YouTube 

デビュー曲から大

喜利まで！？要チ

ェックだ。 

↑公式 Twitter 

土偶 P のツイート

を見てみよう！メ

ンバーの意外な一

面も……！？ 

↑公式 Instagram 

メンバーの休日が

垣間見れるぞ。君も

メンバーとデート

しよう！ 

さぁ、みんなで 

函館を盛り上げよう！ 
函館を盛り上げよう！ 

HAKOMEN イラスト＝北海道函館市提供 

写真・記事＝町田京介 



 

町「どこに隠してるんでしょうね」 

町田は行きつけの喫茶店で 

“マスター”と“お母さん”と会議 

を行う。 

（飲み干されたカップ→） 

 

母「何かヒントはないの？」 

そうだ。ペリーだけ秘密なのはおかしい。 

 

 

 

町田は考えた。 

町「『函館市が運営している建物』と『偉人と設置場所

は関係ない』、ということはわかるんですけど……」 

 

そんなとき、ツイッターが動く。 

 

 

 

 

町「キラキラ……ですって。」 

母「函館にそんな場所はない」 

町「いやそんなことは……」 

 

マ「文学館とか、イギリス領事館じゃない？」 

町「なるほど、明日行ってみます」 

 

どこにあるのか、みなさんも考えてみてください。 

 

2021/12/3 07:00起床。 

大学生にとって7時は深夜の続き。7時に起きてる学

生がいるであろうか。（いや、いない） 

 

 

出発だ～。 

残り 4枚のカードを 

求めて！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2021/12/１ 土偶がつぶやいている。 

 

 

 

 

 

 

 

2021/12/2なんだこれ。 

 

俺に集めろと言ってるな？ これは。 

仕方あるまい。 

大学帰り 4限目、自分の部屋を通り過ぎ、 

近場の五稜郭へ向かった。 

 

「カードください」 

 

 

 

 

 

 

≫≫もらえた≪≪ 

雨続きの 12月に光が差した気がした。 

 

今日は遅いし、他の 4枚は明日の朝集めに行こう。 

 

ところで、ペリーの置き場所って？ 

そうだ、函館住みが長い人に聞いてみよう。 

HAKOMEN 

カードあつめ L o g ログ 

 2021 年 12 月 1 日から、函館市各所で「HAKOMEN

オリジナルカード」が配布されるイベントが始まっ

た。MIMIZ 編集員町田がフルコンプを目指して函館

中を探す旅に出た！ 



 

今週はいつの日も雨。この日も例外ではなく、 

バスに乗ってまずは榎本のいる函館旧公会堂へ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑途中でペリーの銅像を見たのでぱちり。 

 

公会堂～！コスプレしてぇ～～！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大きすぎて画角に入りきらない！！ 

重要文化財である公会堂の入り口で 

榎本のカードを手に入れた。 

ついでに聞いてみた。 

 

町「ペリーの場所わかります？」 

門番「この下の坂にいますよ」 

 

それはさっきの銅像だ…… 

 

気を取り直して次の目的地へ。 

函館市地域交流まちづくりセンター、通称まちセン！ 

聞いたことはあるけど何がある場所なの？ 

 

幸い近いので徒歩で向かうことに。 

この時点で朝 10時。普段ならまだ寝てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし函館の街は、 

札幌にはない「時代観」を持ってますよね。 

 

昭和と平成、さらにそのもっと前の街並みが 

折衷している函館の街、何をとってもベストスポット。 

 

 

 

 

 

 

 

 

そんなことを思いながら歩いていると 

着きました！まちセン！ 

 

これこれ～この感じ！ 

中には函館市の情報誌がたくさんありました。 

MIMIZも置いてもらえるかしら。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イルミナシオン映画祭の小道具展示や、 

東北以北最古の手動式エレベーターなど、 

落ち着いていて少しレトロな雰囲気を感じられます。 

 

さて、 

西部地区のカードは集め終わったぞ。 

 

あとはペリー……と思ってツイッターを開いてみると、 

＃HAKOMEN で呟いている方の中に 

函館駅前で手に入れている様子があるではないか！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

函館駅か……。雨降ってるなあ……。 

 

歩くか。←なぜ 

 

きらきら……？何を言ってるんだ。 

そして、歩くこと 20分。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なんか Kira Kiraしてる場所あるねぇ！！ 

 

多数の飲食店やお土産ショップに加え、 

みらい館・キッズプラザといった子どもたちが 

楽しめる施設が一堂に会したこの場所でついに！ 

 

                 ペリーゲット！ 

 

                 みらい館でもらえるが、 

                 背景はベイエリアである。 

 

                 では私からもヒントを。 

 

ペリーは函館駅前にある「科学」と「デザイン」と 

「街」がつながる近未来の交流空間……にいますよ！ 

（札幌でいう青少年科学館みたいな感じ！） 

 

満足して外に出ると、大雨。 

 

しかも強風で傘が 

ぶっ壊れた。 

折れない傘、 

5年間よく頑張った。 

 

傘なしはきつい。 

なので市電でとんぼ返り！ 

 

雨の中歩いたので 

寒くなっちゃったのさ。 

 

そうだ、ペリー発見の 

報告をしに行こう。 

 

昨日の喫茶店へ。 

 

←ココアであったまる町田 

 

ま「ペリー、みらい館でした」 

母「あのヒントってそういうこ 

とだったのかいな」 

 

それな！！ 

 

ペリーがくれたヒント 

 

 

 

 

キラキラ…… 

きらきら……きらり……藤井風…… 

キラキラ、きらきら、きらりす。 

 

くっだらねえええええええ！！！！！！（暴） 

 

なんでシークレットになってんだ！ 

 

そういえば、函館の PRは 

いつもそんな具合か。 

 

冬に来い、冬に恋。 

きらきらきらりす。 

（×。×）ㇹゲ 



 

 

 

2021/12/4 気を取り直して熱帯植物園へ。 

残る啄木を救うため、朝から湯の川へ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱帯植物園～！ 

植物園にはこういうときでもなきゃ来ないかも。 

 

え、サルいる！ 

 

ウツボカズラ！？ 

 

 

 

                    植物園って、 

                    思ってたより 

                    楽しい～～～～！！ 

侮るなかれ植物園。 

植物、食虫植物、虫、サル、亀、インコ…… 

見るだけじゃない楽しさがたくさんありました！ 

 

また行こうかな。 

 

そして、本題の HAKOMENカードをもらって 

ついに！ 

 

 

 

 

 

 

 

じゃ～～～～ん！！ カード裏には函館の観光情報

が書いてあるぞ！（実際に手に入れて確認しよう！） 

HAKOMEN 

カードあつめ 

 

L 
g 
o 

ログ 

 

……と、ここまでまわってきてわかったことがある。 

 

今回の HAKOMENカード集めで、 

（確かに交通費とかはかかったけど） 

普段行かないところに 

……行けた。 

 

観光 PR大使に、してやられたのかもしれない。 

 

違和感を持つ点はたくさんあるけども、 

HAKOMENによって学べた「函館」がたくさん！！ 

 

土偶は「まず観光地に足を運んでもらって、そこで函館

の魅力に気づいてもらいたい」と言っていた。 

 

こういうことだったのだ。 

おそるべし HAKOMEN、しっかり仕事してる。 

 

みなさんも、だまされた気になって 

こうしたイベントに参加してみるといいかもしれない。 

（でもペリー、お前は許さねえ！） 

 

 

 

 

 

 

終 
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最
近
、
馬
が
熱
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？ 

競
走
馬
で
は

史
上
八
頭
目
の
三
冠
馬
が
誕
生
し
、
そ
の
余
韻
も
束
の

間
、
日
本
競
馬
史
初
の
ブ
リ
ー
ダ
ー
ズ
カ
ッ
プ
勝
利
馬
が

二
頭
も
生
ま
れ
ま
し
た
。 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
話
題
を
呼
ん
だ 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
障
害
馬
術
の
障
害
物
ダ
ル
マ
や
、
競

走
馬
の
擬
人
化
コ
ン
テ
ン
ツ
が
大
ヒ
ッ
ト
す
る
な
ど
、
サ
ブ

カ
ル
的
盛
り
上
が
り
も
大
い
に
見
せ
て
い
ま
す
。 

 

そ
ん
な
昨
今
、
沸
き
に
沸
い
た
馬
へ
の
関
心
を
満
た
す

た
め
に
は
、
や
は
り
直
接
馬
を
見
て
、
触
れ
て
、
堪
能
す
る

ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
わ
け
で
、
今
回
は
直
に
馬
と

触
れ
合
え
る
乗
馬
の
魅
力
と
、
函
館
の
乗
馬
ク
ラ
ブ
の
情

報
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 



 

 

  

 

乗
馬
っ
て
何
？ 

   

そ
も
そ
も
乗
馬
と
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

乗
馬
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
、
多
種
多
様
な
楽
し
み
方
が

あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
主
要
な
三
種
類
の
楽
し
み
方
を
紹
介

し
ま
す
。 

一
つ
は
「
曳
き
馬

ひ

き

う

ま

」
。
こ
れ
は
馬
に
は
乗
ら
ず
手
綱
を
も
っ
て

馬
と
歩
く
こ
と
を
指
し
ま
す
。
「
手
綱
を
持
っ
て
歩
く
だ
け
っ

て
、
馬
に
乗
っ
て
な
い
け
ど
乗
馬
な
の
？
」と
思
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
も
立
派
な
乗
馬
の
一
種
で
す
し
、
馬
と
接
す
る

上
で
重
要
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
ず
、
曳
き
馬
は
馬
に
と
っ
て
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
人
間
だ
っ
て
、
運
動
す
る
前
は
準
備

運
動
を
し
ま
す
よ
ね
？
馬
も
同
じ
よ
う
に
、
人
を
乗
せ
て
歩

く
前
に
体
全
体
を
動
か
し
て
、
入
念
な
準
備
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
こ
の
時
に
馬
の
歩
様
な
ど
を
チ
ェッ
ク
し
ま
す
。
歩
様
と 

は
、
読
ん
で
字
の
通
り
「歩
く
様
」
、
馬
の
歩
き
方
を
意
味
し
ま 

す
。 

運
動
を
し
ま
す
よ
ね
？
馬
も
同
じ
よ
う
に
、
人
を
乗
せ
て
歩

く
前
に
体
全
体
を
動
か
し
て
、
入
念
な
準
備
が
必
要
で
す
。  

ま
た
、
こ
の
時
に
馬
の
歩 ほ

様 よ
う

な
ど
を
チ
ェッ
ク
し
ま
す
。
歩
様

と
は
、
読
ん
で
字
の
通
り
「
歩
く
様
」
、
馬
の
歩
き
方
を
意
味

し
ま
す
。
曳
き
馬
の
際
に
歩
様
を
チ
ェッ
ク
す
る
こ
と
で
、
馬
が

怪
我
を
し
て
い
な
い
か
、
体
調
は
悪
く
な
い
か
を
調
べ
ま
す
。 

 

二
つ
目
は
「
乗
馬
」
。
い
よ
い
よ
馬
に
乗
っ
て
歩
き
ま
す
、
乗

馬
で
は
馬
場
、
い
わ
ゆ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
よ
う
な
場
所
で
歩
き

や
小
走
り
を
楽
し
み
ま
す
。 

三
つ
め
は
「
ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
。
外
乗

が
い
じ
ょ
う

と
も
呼
ば
れ
、

馬
場
で
十
全
に
馬
を
乗
り
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
ち
、
森

林
や
草
原
、
海
岸
な
ど
、
自
然
の
地
形
を
乗
馬
し
な
が
ら
散

策
し
ま
す
。 



 

 

  

 

ど
さ
ん
こ
フ
ァ
ー
ム 

 

函
館
ど
さ
ん
こ
フ
ァ
ー
ム
さ
ん
は
お
お
よ
そ
六
十
頭
程
の
管
理

馬
を
有
す
る
乗
馬
ク
ラ
ブ
で
す
。
周
辺
を
木
々
に
囲
ま
れ
た
同

ク
ラ
ブ
で
は
、
曳
き
馬
体
験
は
勿
論
の
こ
と
、
自
然
あ
ふ
れ
る
山

中
で
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

さ
て
、
そ
ん
な
ど
さ
ん
こ
フ
ァ
ー
ム
の
管
理
馬
は
、
現
在
半
分
が

道
産
子
、
も
う
半
分
が
ク
ォ
ー
タ
ー
ホ
ー
ス
や
輓
馬
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

道
産
子
は
日
本
在
来
馬
の
一
種
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
北
海
道

産
の
日
本
固
有
馬
で
す
。
ま
た
、
ク
ォ
ー
タ
ー
ホ
ー
ス
は
ア
メ
リ

カ
原
産
の
品
種
で
、
“
世
界
で
最
も
ポ
ピ
ュラ
ー
な
馬
”
と
も
呼
ば

れ
る
、
乗
馬
に
適
し
た
品
種
で
す
。  



 

 

  
  

ク
ラ
ブ
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
道
産
子
に
つ
い
て
こ
う
語
り
ま
す
。 

「
道
産
子
は
北
海
道
の
開
拓
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
し
た
。
現

代
に
お
い
て
も
、
道
産
子
を
活
躍
さ
せ
た
い
。
」 

 

現
代
に
お
い
て
、
農
耕
や
開
拓
の
場
に
馬
の
存
在
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
居
場
所
を
失
い
つ
つ
あ
る
馬
た
ち
の
存
続
の

場
と
し
て
、
乗
馬
は
重
要
な
拠
り
所
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

 

さ
て
、
そ
ん
な
道
産
子
の
乗
馬
に
お
け
る
魅
力
と
し
て
、
側

対
歩
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
通
常
の
馬
は
足
を
交
互
に
出
し
て

歩
く
斜
対
歩
で
す
が
、
道
産
子
は
同
じ
側
の
前
後
の
足
を
同

時
に
踏
み
出
す
、
側
対
歩
と
い
う
独
特
な
歩
方
を
し
ま
す
。

側
対
歩
は
斜
対
歩
に
比
べ
て
振
動
が
少
な
く
、
乗
り
手
に
負

荷
が
掛
か
り
に
く
い
、
乗
馬
初
心
者
に
も
安
心
な
特
徴
が
あ

り
ま
す
。 

ま
た
、
乗
馬
の
上
達
に
関
し
て
、
馬
は
生
き
物
で
あ
る
こ

と
を
念
頭
に
接
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
語
り
ま
す
。 

馬
は
社
会
性
の
強
い
動
物
で
す
。
人
間
が
一
方
的
に
馬

を
可
愛
が
る
だ
け
で
は
、
馬
と
の
信
頼
関
係
は
築
け
ま
せ

ん
。
馬
に
対
し
て
真
摯
に
向
き
合
い
つ
つ
も
、
甘
や
か
す
ば
か

り
で
は
な
く
、
上
下
関
係
を
定
め
、
こ
ち
ら
側
が
し
っ
か
り

と
手
綱
を
取
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
得
る
こ
と
が
大
切
だ

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
ん
な
ど
さ
ん
こ
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
函
館
独
自
の
方
言
に
よ

る
乗
馬
ガ
イ
ド
が
楽
し
め
る
ほ
か
、
乗
馬
体
験
に
加
え
て
流

鏑
馬
の
レ
ッ
ス
ン
や
和
鞍
の
修
繕
な
ど
も
行
っ
て
お
り
、
ほ
か

の
乗
馬
ク
ラ
ブ
で
は
味
わ
え
な
い
、
連
綿
と
続
く
日
本
文
化

の
息
吹
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 



 

住所：北海道函館市東山町 180−14 

HP：https://dosanko-hakodate.com/ 

 
 
  

お 

わ 

り 

に 
記
事
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

昨
今
、
競
走
馬
に
関
す
る
事
柄
が
か
な
り
の
盛
り
上
が
り
を
見

せ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
ん
な
な
か
、
競
走
馬
以
外
の
馬

は
ど
の
よ
う
な
用
途
で
存
在
す
る
の
か
が
気
に
な
り
、
乗
馬
に
関

し
て
記
事
を
書
き
ま
し
た
。
取
材
を
通
し
て
馬
を
知
る
に
つ
れ
、

現
代
に
お
け
る
馬
の
需
要
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
い
ま
や
、

生
活
の
場
に
お
い
て
馬
が
重
宝
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
で
し
ょ

う
。
そ
ん
な
現
代
に
お
い
て
、
馬
の
居
場
所
の
一
つ
で
あ
る
乗
馬

が
、
よ
り
盛
り
上
が
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。 

こ
の
記
事
が
、
皆
様

が
乗
馬
に
触
れ
る
き
っ
か
け
の
一
端
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 
 

 

ご協力・ご提供 

函館どさんこファーム 様 



 

  

 

函
館 

 

雑
貨 

Hakodate 

日
常
に
彩
り
を
与
え
て
く
れ
る
「
雑
貨
」。
函
館
で
彩
り
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

高谷 綺良 
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❘ pente  ❘ 

pente 

北海道函館市桔梗 2丁目 12－5 

営業日 水・土 他 

金・日は隔週営業 

営業時間 11:00~17:00 

 

  

函
館
市
桔
梗
の
住
宅
街
に
あ
る

雑
貨
屋
「
ｐ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
」。
７
年
前
の

５
月
１
５
日
に
お
店
を
オ
ー
プ
ン
し

た
。
Ｐ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
と
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語

で
数
字
の
「
５
」
を
意
味
す
る
。
店
長

の
寺
澤
さ
ん
が
ギ
リ
シ
ャ
を
訪
れ
た

際
に
、
何
で
も
な
い
島
で
涙
を
流
し

た
と
い
う
。「
私
は
こ
こ
に
住
ん
で
い

た
」
と
い
う
感
覚
を
持
ち
、
ギ
リ
シ
ャ

語
を
選
ん
だ
。
ま
た
、
数
秘
術
に
興
味

を
持
ち
、
自
分
の
生
年
月
日
を
足
し

た
数
字
が
「
５
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

「
ｐ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
」
と
な
っ
た
。 

寺
澤
さ
ん
は
、
元
々
働
い
て
い
た

事
務
職
を
辞
め
、「
雑
貨
屋
さ
ん
で
働

き
た
い
」
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
函

館
の
雑
貨
屋
で
働
き
始
め
た
。
そ
の

後
、
ｐ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
を
オ
ー
プ
ン
。
現

在
、
自
分
の
試
し
た
お
す
す
め
の
雑

貨
を
中
心
に
、
雑
貨
の
魅
力
を
届
け

て
い
る
。 



人々に「癒し」を届ける雑貨 

「
ｐ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
」
で
売
ら
れ
て
い
る

雑
貨
の
多
く
は
寺
澤
さ
ん
自
ら
が
試
し

て
良
か
っ
た
と
自
信
を
持
っ
て
勧
め
ら

れ
る
も
の
を
販
売
し
て
い
る
。
オ
ー
プ

ン
当
初
か
ら
、
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
の
方
、
ま
た
、
男
性
１
人
で
も
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
意
識
し
て

い
る
。ｐ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
活

用
し
て
雑
貨
の
魅
力
を
届
け
て
い
る
。

商
品
の
良
さ
が
分
か
る
よ
う
に
、「
こ
の

商
品
は
こ
う
だ
か
ら
す
ご
く
良
か
っ

た
」、「
こ
ん
な
香
り
が
良
い
」
と
い
う
よ

う
に
、
自
分
自
身
が
試
し
て
み
た
使
い

心
地
な
ど
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
多
く

の
人
が
そ
の
商
品
を
手
に
取
っ
て
い

る
。 こ

の
お
店
の
看
板
商
品
は
、
東
京
の

紅
茶
屋
「
カ
レ
ル
チ
ャ
ペ
ッ
ク
」
の
紅

茶
。
可
愛
く
て
美
味
し
い
の
が
魅
力
的
。

ガ
ー
ル
ズ
テ
ィ
ー
や
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
が

人
気
だ
。
寺
澤
さ
ん
の
お
す
す
め
商
品

は
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
と
入
浴
剤
。
ほ
と

ん
ど
の
商
品
を
試
し
て
い
る
た
め
、
香

り
や
テ
ク
ス
チ
ャ―

、
使
用
感
な
ど
そ

の
人
が
探
す
も
の
を
紹
介
し
て
く
れ

る
。 

そ
の
他
に
も
、
作
家
さ
ん
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
、
手
編
み
の
靴
下
も
お
す
す
め
。
人

気
の
商
品
は
、
絞
る
と
フ
ワ
フ
ワ
に
な

る
吸
水
性
の
高
い
「
か
や
ふ
き
ん
」（
蚊

張
の
生
地
で
で
き
た
布
巾
）。
ま
た
、
コ

ロ
ナ
禍
で
お
う
ち
時
間
が
増
え
た
こ
と

に
よ
り
花
瓶
の
人
気
も
高
ま
っ
て
い

る
。 

 

「
ｐ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
」
に
来
る
お
客
さ
ん

は
、「
癒
さ
れ
に
来
ま
し
た
」
と
言
う
と

い
う
。
そ
れ
は
、
こ
の
場
所
が
居
心
地
の

良
い
場
所
だ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
可

愛
い
も
の
や
綺
麗
な
も
の
を
見
て
人
々

が
癒
さ
れ
る
。
そ
こ
に
雑
貨
の
魅
力
が

あ
る
と
、
寺
澤
さ
ん
は
語
っ
て
く
れ
た
。 

  
 



  

｜ IRONOWA ｜ 

IRONOWA 

北海道亀田郡七飯町本町 8 丁目 

1－26 

営業日 不定休(Instagram でご確認く

ださい) 

営業時間 11 時~17 時 

     火曜日のみ 11 時~16 時半 

七
飯
町
に
あ
る
雑
貨
屋
「
Ｉ
Ｒ

Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ａ
」
。
元
々
色
々
な
雑

貨
屋
で
働
い
て
い
た
店
長
の
大

山
さ
ん
。
雑
貨
屋
で
の
経
験
や
自

分
で
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
を
作

り
始
め
る
な
ど
の
経
験
を
通
し

て
、
雑
貨
屋
で
働
き
始
め
た
時
か

ら
の
思
い
を
叶
え
、
昨
年
５
月
３

０
日
に
お
店
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

お
店
の
名
前
は
、
色
に
関
す
る
言

葉
を
入
れ
た
い
と
い
う
思
い
を

持
ち
、
当
時
大
山
さ
ん
が
作
っ
て

い
た
ど
ん
ぐ
り
帽
子
を
色
々
な

色
で
作
り
、
そ
れ
ら
を
輪
に
し
て

並
べ
た
と
こ
ろ
、「
色
の
輪
」
が
出

来
上
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
Ｉ
Ｒ

Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ａ
」
と
な
っ
た
。 

木
の
も
の
を
多
く
取
り
入
れ

な
が
ら
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
で
落
ち
着

く
空
間
。
他
に
は
な
い
個
性
溢
れ

る
空
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
雑
貨
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。 



 

 

  

雑貨は「生活をより楽しくする」 

 

「
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ａ
」
で
は
、
商
品
の
半

分
は
作
家
さ
ん
の
物
を
取
り
扱
っ
て
い

る
。
大
山
さ
ん
が
札
幌
で
出
会
っ
た
、
好

き
な
作
家
さ
ん
の
商
品
を
多
く
扱
っ
て
お

り
、
自
分
が
知
っ
た
可
愛
い
も
の
を
皆
に

見
て
ほ
し
い
、
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
で
雑
貨
を
集
め
て
い
る
。
商
品
は
、
他

の
お
店
と
は
な
る
べ
く
被
ら
な
い
よ
う
意

識
さ
れ
て
お
り
、
他
に
は
な
い
魅
力
的
な

雑
貨
が
数
多
く
取
り
揃
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

「
こ
ん
な
使
い
方
も
あ
る
」
と
い
う
さ

ま
ざ
ま
な
雑
貨
の
使
い
方
を
発
見
す
る
こ

と
や
作
家
さ
ん
の
雑
貨
同
士
を
コ
ラ
ボ
さ

せ
る
な
ど
、
店
内
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
至

る
と
こ
ろ
に
大
山
さ
ん
の
セ
ン
ス
が
溢
れ

て
い
る
。
夏
は
ガ
ラ
ス
の
も
の
や
フ
ラ
ワ

ー
ベ
ー
ス
、
冬
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
物
を
置

く
な
ど
、
季
節
に
よ
っ
て
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

の
仕
方
も
さ
ま
ざ
ま
。 

 

売
ら
れ
て
い
る
雑
貨
は
「
可
愛
く
て
リ

ー
ズ
ナ
ブ
ル
」
。
可
愛
さ
だ
け
で
は
な
く
、

金
額
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
多
く
の
人

が
手
に
取
り
や
す
い
値
段
の
物
を
探
し
、

作
家
さ
ん
の
作
品
の
魅
力
を
届
け
て
い

る
。 

 

大
山
さ
ん
の
お
す
す
め
商
品
は
、
ガ

ラ
ス
の
フ
レ
ー
ム
や
木
の
お
皿
、
木
の

カ
ト
ラ
リ
ー
。
木
の
カ
ト
ラ
リ
ー
は
オ

ー
プ
ン
当
初
か
ら
人
気
で
、
近
く
の
カ

フ
ェ
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。 

 

大
山
さ
ん
は
、
生
活
が
よ
り
楽
し
く

な
る
よ
う
な
お
店
で
あ
り
た
い
と
語

る
。
雑
貨
は
、
買
う
だ
け
で
は
な
く
、

見
る
だ
け
で
人
々
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ

る
。「
可
愛
い
」、「
お
う
ち
で
こ
れ
を
置

い
て
み
た
い
」
。
そ
ん
な
小
さ
な
発
見

が
、
日
常
に
彩
り
を
与
え
て
く
れ
る
の

だ
。 



 

おわりに 

今回、自分の行ってみたいと思っていた雑貨屋さんへの取材を通して、 

日常に楽しさ、ワクワクする気持ち、癒しを与えてくれる雑貨は、 

とても素敵なものだと感じました。これからさまざまな雑貨と出会い、 

みなさんの日常が彩り溢れる「からふる」なものになればと思います。 

最後まで読んでいただき、ありがとうございました。 

【ご協力・ご提供】 

pente 様 / IRONOWA 様  
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函
館
と
イ
ギ
リ
ス 

函
館
の
特
徴
的
な
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
町
並
み
は
国
際
貿
易
港
と
し
て
他
国
と
の
関
わ
り
を
経
て
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
関
わ
り
の
歴
史
は
函
館
の
主
要
な
観
光
地
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
関
わ
り
に
注
目
し

て
み
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
と
関
係
の
あ
る
函
館
の
主
要
な
観
光
地
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
旧
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
だ
。
旧
イ
ギ

リ
ス
領
事
館
は
函
館
が
国
際
貿
易
港
と
し
て
開
港
し
た
１
８
５
９
年
か
ら
閉
鎖
さ
れ
る
１
９
３
４
年
ま
で
の
７
５
年
間
領
事

館
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
１
９
９
２
年
に
は
市
制
施
行
７
０
周
年
を
記
念
し
て
復
元
さ
れ
、
開
港
記
念
館
と
し
て
一
般
公
開

が
始
ま
り
、
２
０
０
９
年
の
３
月
に
は
開
港
１
５
０
周
年
を
き
っ
か
け
と
し
て
展
示
内
容
が
一
新
さ
れ
、
開
港
記
念
館
と
し

て
函
館
の
開
港
の
歴
史
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

で
は
、
現
在
函
館
と
イ
ギ
リ
ス
を
つ
な
げ
て
い
る
も
の
や
場
所
は
何
だ
ろ
う
か
。
こ
の
記
事
で
は
函
館
と
い
う
外
国
と
の

関
わ
り
が
深
い
歴
史
を
持
つ
地
域
で
、
今
現
在
イ
ギ
リ
ス
と
函
館
を
つ
な
げ
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
紅
茶
専

門
店
の
「L

O
N

G
W

A
L

K

」
さ
ん
へ
取
材
を
行
っ
た
。 

 



LONGWALK 

「LONGWALK」は

イギリスで買い付

けたアンティーク

品と茶葉を販売し

ている紅茶専門店。 

 

住所 〒042-0932  

北海道函館市湯川

町 1 丁目 41-10 

定休日 月・日曜日 

営業時間  

10:00～17:00 

 



店
主
に
出
店
の
経
緯
を
訪
ね
て
み
た
。
店
主
に
は
イ
ギ
リ
ス
に
居
住

し
て
５
０
年
ほ
ど
に
な
る
姉
が
お
り
、
店
主
も
若
い
こ
ろ
か
ら
イ
ギ
リ

ス
に
行
っ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
の
紅
茶
と
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の
文
化
が

印
象
に
残
っ
た
店
主
は
イ
ギ
リ
ス
へ
行
く
た
び
に
少
し
ず
つ
ア
ン
テ
ィ

ー
ク
を
集
め
て
い
た
が
、
函
館
に
も
同
じ
よ
う
に
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
を
好

き
な
人
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
自
宅
で
店
を
始
め
た
。
３
０

年
近
く
自
宅
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
た
が
、
１
０
年
ほ
ど
前
に
店
舗
を

構
え
て
紅
茶
専
門
店
の
「L

O
N

G
W

A
L

K

」
を
始
め
た
。 

 

「L
O

N
G

W
A

L
K

」
の
隣
に
は
店
主
の
息
子
が
経
営
し
て
い
る
ヘ
ア
サ

ロ
ン
「C
H

E
L

S
E

A

」
が
あ
る
。
ま
た
、
店
内
のB

G
M

は
東
京
に
い
る

娘
が
雰
囲
気
に
合
っ
た
音
楽
を
送
っ
て
く
れ
た
も
の
を
使
っ
て
い
る
。 

 

出
店
の
経
緯 

イギリスに関する本が

↓   置かれている 

↑様々なアンティークが置かれている店内 

 



ア
ン
テ
ィ
ー
ク
に
つ
い
て 

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
は
１
０
０
年
経
っ
た
骨
董
品
の
こ
と
を
指
す
が
、「L

O
N

G
W

A
L

K

」

で
は
５
０
年
以
上
か
ら
１
０
０
年
前
後
程
度
経
っ
た
も
の
を
置
い
て
い
る
。 

店
主
は
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の
魅
力
は
、
一
点
も
の
で
あ
り
、
大
量
生
産
さ
れ
て
い
な
い

手
作
り
の
良
さ
、
そ
し
て
現
在
作
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
と
語
る
。
ま
た
、

機
械
化
さ
れ
て
い
な
い
手
作
業
に
よ
る
も
の
は
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
神
経
を
使
っ
て
作

ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
よ
く
わ
か
る
細
か
い
細
工
が
良
い
と
も
語
っ
て
い
る
。 

買
い
付
け
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
田
舎
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行

き
、
お
客
さ
ん
の
好
み
に
合
わ
せ
て
、
陶
器
・
ガ
ラ
ス
製
品
・
レ
ー
ス
・
ア
ク
セ
サ
リ

ー
と
い
っ
た
も
の
を
重
点
的
に
探
し
て
い
る
と
い
う
。
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
に
は
様
々
な
も

の
が
あ
る
が
、
小
物
や
雑
貨
と
い
っ
た
簡
単
に
手
に
入
る
よ
う
な
値
段
の
物
を
仕
入
れ

て
い
る
。 

 



 

買
い
付
け
は
年
に
一
度
行
っ
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
一
昨
年
（2

0
1
9

年
）

の
１
０
月
を
最
後
に
二
年
行
け
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
現
在
商
品
が
滞
っ
て
い
る

状
態
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
い
る
姉
の
家
族
や
姪
に
商
品
を
送
っ
て
も
ら
う
と
い

う
の
を
こ
の
二
年
間
で
二
回
ほ
ど
行
っ
た
と
の
こ
と
。 

店
主
は
、
せ
っ
か
く
姉
が
イ
ギ
リ
ス
に
い
る
と
い
う
こ
と
で
函
館
と
イ
ギ
リ
ス
を

つ
な
げ
ら
れ
る
何
か
を
し
た
い
と
考
え
、
そ
の
際
に
頭
に
浮
か
ん
だ
の
が
紅
茶
と
ア

ン
テ
ィ
ー
ク
で
あ
っ
た
。
美
味
し
い
紅
茶
が
函
館
で
手
に
入
れ
ら
れ
、
指
輪
や
ブ
ロ

ー
チ
や
ネ
ッ
ク
レ
ス
と
い
っ
た
身
近
な
と
こ
ろ
に
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
し
た
い
と
い
う
の
が
店
主
の
考
え
だ
っ
た
。
そ
こ
で
最
初
に
ブ
ロ
ー
チ
を
仕
入

れ
た
と
こ
ろ
、
お
客
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
た
こ
と
で
そ
れ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
理

解
し
、
徐
々
に
他
の
物
も
仕
入
れ
て
現
在
の
「L

O
N

G
W

A
L

K

」
と
な
っ
た
。 

〈
ご
協
力
〉 

L
O

N
G

W
A

L
K

様 h
ttp

s
://w

w
w

.c
h

e
ls

e
a
-h

a
k
o
d
a
te

.c
o
m

/lo
n

g
w

a
lk

 

〈
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉 

函
館
市
旧
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
様 h

ttp
s
://h

a
k
o
d

a
te

-k
a
n
k
o
u

.c
o
m

/b
ritis

h
/ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ILLUSTRATOR 
クリエイター 

の秘密

ひ み つ

 

イラストレーター 

宮本ななみ 

 
ご協力 

・和土遼 様 

・ひなこ 様 

・yucco 様 

・田中亜弥 様 

 

COMICARTIST 漫画家 
29 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《
和
土
遼
さ
ん
に
つ
い
て
》 

▼
出
身
地
は
ど
こ
で
す
か
？ 

生
ま
れ
は
倶
知
安
町
で
す
が
、
函
館
が
一
番
長
く
住
ん
で
い
る
の
で
、
函
館
出
身

と
い
う
こ
と
で
人
に
は
そ
う
話
し
て
い
ま
す
（
笑
）
。 

▼
活
動
名
の
由
来
は
あ
り
ま
す
か
？ 

昔
漫
画
家
に
な
り
た
く
て
、
中
学
時
代
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
考
え
よ
う
っ
て
な
っ

て
、
好
き
な
も
の
を
か
き
集
め
ま
し
た
。
和
風
の
物
と
土
方
歳
三
、
司
馬
遼
太
郎

が
好
き
な
の
で
こ
の
名
前
に
な
り
ま
し
た
。 

▼
絵
は
い
つ
か
ら
本
格
的
に
描
き
始
め
ま
し
た
か
？ 

絵
は
物
心
つ
く
前
か
ら
ず
っ
と
描
い
て
い
ま
し
た
が
、
本
気
で
描
く
よ
う
に 

な
っ
た
の
は
大
学
生
時
代
。
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ 

ー
と
し
て
受
け
手
の
こ
と
を
考
え
て
描
く
よ
う 

に
な
っ
た
の
は2

0
1

9

年
か
ら
で
す
。
子
年
の
年 

賀
状
で
お
仕
事
を
頂
い
て
意
識
が
変
わ
り
ま
し
た
。 

▼
な
ぜ
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
？ 

年
賀
状
を
毎
年
自
作
し
て
い
た
の
で
す
け
ど
旦
那
さ
ん
か
ら
の
「
売
っ
て
み
た

ら
？
」
と
い
う
言
葉
か
ら
が
き
っ
か
け
で
し
た
。 

▼
函
館
市
で
活
動
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
？ 

函
館
が
好
き
だ
か
ら
で
す
。
歴
史
が
好
き
と
い
う
事
も
あ
り
、
落
ち
着
け
る
と
こ
ろ
が
良
い
な

ぁ
と
い
う
こ
と
で
函
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。 

▼
ど
の
よ
う
に
し
て
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
か
？ 

受
け
手
を
意
識
し
て
描
く
こ
と
、
積
極
的
に
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
知
名
度
を
上
げ
て
行
き

ま
し
た
。
絵
だ
け
描
け
れ
ば
良
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
社
会
人
と
し
て
の
常
識
も
重
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。 

▼
影
響
を
受
け
た
ク
リ
エ
イ
タ
ー
さ
ん
は
い
ま
す
か
？ 

ジ
ブ
リ
が
大
好
き
で
宮
崎
駿
さ
ん
、
ウ
サ
ギ
が
好
き
な
の
で
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
に
影
響
を
受

け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

▼
今
ま
で
印
象
に
残
っ
た
お
仕
事
は
あ
り
ま
す
か
？ 

始
ま
っ
た
の
は
こ
の
絵
か
ら
と
い
う
の
が
あ
る 

の
で
、
「
臥
チ
ュ
ー
山
」
を
描
い
た
こ
と
で 

す
か
ね
。2

0
2

0

年
秋
に
丸
井
今
井
の
函
館
栄
好
堂 

書
店
様
が
お
声
が
け
下
さ
り
、
作
品
展
示
企
画
第 

一
号
と
し
て
私
自
身
の
個
展
を
開
催
さ
せ
て
い
た 

の
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

▼
こ
れ
か
ら
し
て
み
た
い
お
仕
事
は
あ
り
ま
す
か
？ 

絵
本
を
作
り
た
い
で
す
。
あ
と
は
お
菓
子
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
も
描
い
て
み
た
い
で
す
。 

《
作
業
環
境
に
つ
い
て
》 

▼
ア
ナ
ロ
グ
で
描
い
て
い
る
理
由
は
あ
り
ま
す
か
？ 

水
彩
が
好
き
で
、
私
の
や
り
や
す
い
方
法
だ
と
感
じ
て
い 

ま
す
。 

▼
ア
ナ
ロ
グ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
か
？ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

メ
リ
ッ
ト
は
水
彩
で
し
か
で
な
い
雰
囲
気
が
あ
る
と
こ
で 

デ
メ
リ
ッ
ト
は
修
正
し
に
く
い
と
こ
ろ
で
す
。
直
せ
な
い 

の
で
色
を
試
し
つ
つ
、
考
え
て
重
ね
塗
り
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

▼
描
く
と
き
に
意
識
し
て 

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

 
 

水
彩
な
の
で
絵
が
地
味 

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て 

弱
み
を
克
服
で
き
る
よ
う 

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

▼
描
く
う
え
で
こ
だ
わ
っ
て
い
る
部
分
は
あ
り
ま
す
か
？ 

実
際
に
和
菓
子
な
ど
を
見
て
和
菓
子
と
か
質
感
を
柔
ら
か
く
で
き
る
よ
う 

に
し
て
い
ま
す
。 

▼
一
枚
に
か
け
る
時
間
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？ 

小
さ
い
も
の
だ
と
早
く
て
３
時
間
ほ
ど
で
す
。
大
き
い
も
の
や
描
く
も
の 

が
多
い
も
の
は
１
０
時
間
～
２
０
時
間
で
す
ね
。 

▼
最
後
に 

描
く
こ
と
を
辞
め
ず
、
描
き
続
け
る
事
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な

こ
と
に
興
味
を
も
っ
て
、
描
く
こ
と
に
楽
し
み
を
感
じ
て
見
て
く
だ
さ
い
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

「臥チュー山」 

▶イラストレーター和土遼 様 

ポストカード・ミニサイズのイラスト販売 

ご依頼もお待ちしています。 

八雲にて「喫茶フリーデン」を週末に営

業（２０２２夏函館西部地区に移転決

定。鋭意準備中） 

Twitter  和土遼＠RyoKzc 

    喫茶フリーデン＠freeden_coffee 

 

 

使用している 

透明水彩 

色鉛筆 

ラフ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼
ど
の
よ
う
に
し
て
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
か
？ 

 

資
格
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
「
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
」
と
名
乗
っ
て
活
動
し

て
み
る
こ
と
で
今
が
あ
り
ま
す
。 

▼
函
館
市
で
活
動
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
？ 

自
分
が
住
ん
で
い
る
場
所
だ
か
ら
で
す
ね
。
で
き
れ
ば
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
さ
ん
の
顔
を

み
て
お
仕
事
し
た
い
の
で
、
自
分
が
動
け
る
範
囲
の
函
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。 

▼
影
響
を
受
け
た
ク
リ
エ
イ
タ
ー
さ
ん
い
ま
す
か
？ 

sim
ico

さ
ん
、
猫
の
絵
を
描
い
て
お
ら
れ
る
ヒ
グ
チ
ユ
ウ
コ
さ
ん
で
す
。
制
作
へ
の

取
り
組
み
方
は
あ
る
ベ
ー
シ
ス
ト
さ
ん
に
憧
れ
て
い
ま
す
。 

▼
今
ま
で
印
象
に
残
っ
た
お
仕
事
は
あ
り
ま
す
か
？ 

全
部
で
す
ね
（
笑
）
。
特
に
「
に
ゃ
こ
パ
ン
」
の
シ
ー
ル
を
デ
ザ
イ
ン
さ
せ
て
も
ら

っ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

▼
こ
れ
か
ら
し
て
み
た
い
お
仕
事
は
あ
り 

ま
す
か
？ 

な
ん
で
も
や
り
た
い
で
す
。
絵
本
の
仕
事 

お
菓
子
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
、C

D
 

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
が
特
に
や
っ
て 

み
た
い
で
す
。 

《
作
業
環
境
に
つ
い
て
》 

▼
ど
う
い
っ
た
方
法
で
描
い
て
い
ま
す
か
？ 

デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
両
方
使
っ
て
描
い
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
が
先
と
か
は
時
と
場

合
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
ね
。
水
彩
を
主
に
使
っ
て
い
ま
す
が
、
水
彩
で
し
か
出
な
い

雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
背
景
は
デ
ジ
タ
ル
を
使
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
時
間
が

な
い
と
き
は
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
を
使
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。
ま
た
、
ご
依
頼
に
合

わ
せ
て
使
い
分
け
て
い
る
の
も
あ
り
ま
す
。 

 

 

 

 

 

▶イラストレーターひなこ 様 

函館在住。サビ猫と三毛猫と暮らしなが

ら猫をメインにイラストを制作している。 

 

Twitter ＠527hinako 

Instagram ＠suni527527 

 

 

 

 

 

 

《
ひ
な
こ
さ
ん
に
つ
い
て
》 

▼
活
動
名
の
由
来
は
何
で
す
か
？ 

sim
ico

さ
ん
と
い
う
猫
の
漫
画
を
描
い
て
い
る
方
が
い
て
、
飼
い
猫
の
名

前
か
ら
取
っ
た
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
す
。
私
の
飼
い
猫
「
ひ
な
」
ち
ゃ
ん
と
、

最
後
に
「
～
こ
」
を
つ
け
た
か
っ
た
の
で
、
ひ
な
こ
と
い
う
活
動
名
に
し

ま
し
た
。 

▼
絵
を
描
き
始
め
た
最
初
の
記
憶
は
あ
り
ま
す
か
？ 

ず
っ
と
描
き
続
け
て
き
た
の
で
、
幼
稚
園
の
６
歳
く
ら
い
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。 

▼
な
ぜ
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
？ 

も
と
も
と
そ
の
道
に
進
み
た
か
っ
た
か
ら 

で
す
。
一
度
就
職
し
た
の
で
す
が
、
旦
那 

さ
ん
か
ら
後
押
し
さ
れ
た
の
も
あ
り
、
今 

は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
一
本
で
す
。 

▼
絵
は
い
つ
か
ら
本
格
的
に
描
き
始
め
ま
し
た
か
？ 

デ
ジ
タ
ル
に
触
れ
た
の
は
中
学
生
く
ら
い
で
し
た
。
本
格
的
に
油
絵
を
や

っ
た
の
は
高
校
生
で
し
た
ね
。 

 

     

▼
描
く
と
き
意
識
し
て
い
る
こ
と
・
こ
だ 

わ
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

猫
は
丸
く
、
ふ
っ
く
ら
ぽ
っ
ち
ゃ
り
に
描
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
あ
と
は
サ
ビ

猫
作
家
な
の
で
サ
ビ
猫
を
描
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
見
返
し
た
ら
年
々
太
く
な

っ
て
い
ま
す
ね
（
笑
）
。 

▼
一
枚
に
か
け
る
時
間
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。 

大
き
さ
に
よ
り
ま
す
ね
。
ま
と
め
て
１
０
枚
く
ら
い
作
業
す
る
の
で
、
長
く
て
３

日
間
と
か…

。
水
彩
な
の
で
待
つ
時
間
を
有
効
活
用
し
て
、
作
業
し
て
い
ま
す
。 

▼
最
後
に 

積
極
的
に
動
け
ば
、
ご
依
頼 

は
来
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ラフから完成まで 

メモ帳 

キーホルダー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼
デ
ジ
タ
ル
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
か
？ 

メ
リ
ッ
ト
は
修
正
が
き
く
こ
と
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
描
い
た
画
面
と
印
刷
し
た
時
の

色
の
差
が
あ
る
こ
と
で
す
。
印
刷
す
る
ま
で
わ
か
ら
な
い
の
で
、
自
分
の
納
得
い

く
表
現
に
近
づ
く
ま
で
試
し
刷
り
し
た
り
、
紙
選
び
に
慎
重
に
な
り
ま
す
。 

▼
描
く
う
え
で
こ
だ
わ
っ
て
い
る
部
分
は
あ
り
ま
す 

か
？ 

デ
フ
ォ
ル
メ
を
描
く
と
き
は
丸
く
を
意
識
し
、
表
情 

や
口
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

▼
描
く
と
き
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

テ
ー
マ
を
決
め
て
自
分
の
頭
に
あ
る
も
の
を
ど
う
表
現
す
る
か
を
意
識
し
て
い
ま

す
。
何
か
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
由
に
描
い
て
い
ま
す
。 

▼
一
枚
に
か
け
る
時
間
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？ 

落
書
き
程
度
の
も
の
な
ら
３
０
分
～
１
時
間
で
す
ね
。
し
っ
か
り
と
し
た
絵
で
あ

れ
ば
、
日
数
で
い
う
と
１
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。 

▼
最
後
に 

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
は
絵
を
描
く
の
が
好
き
！
と
い
う
気
持
ち 

が
あ
れ
ば
誰
で
も
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
お
仕
事
に
繋 

が
る
か
ど
う
か
は
自
分
の
行
動
次
第
で
す
。
実
績
が
な
い
ま
ま 

飛
び
込
む
と
と
て
も
大
変
な
こ
と
に
な
る
の
で
（
笑
）
。
学
生 

は
（
社
会
人
は
仕
事
を
し
な
が
ら
）
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
や
実
績
を 

作
っ
て
お
く
と
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
な
っ
た
時
に
仕
事
が
な
い
！ 

っ
て
こ
と
は
少
な
い
と
思
い
ま
す…

！ 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

▼
ど
の
よ
う
に
し
て
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ 

ー
に
な
り
ま
し
た
か
？ 

資
格
も
特
に
必
要
な
い
の
で
、
絵
を
か 

く
こ
と
が
好
き
で
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー 

だ
と
名
乗
れ
ば
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
絵
を
好
き
で
い
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
上
手
い
下
手
は

関
係
な
い
と
思
い
ま
す
。 

▼
函
館
市
で
活
動
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
？ 

住
ん
で
い
る
場
所
だ
か
ら
で
す
。
都
会
で
な
い
と
で
き
な
い
仕
事
で
も
な
い
の

で
、
函
館
だ
か
ら
っ
て
い
う
理
由
は
特
に
な
い
で
す
ね
（
笑
）
。 

▼
影
響
を
受
け
た
ク
リ
エ
イ
タ
ー
さ
ん
は
い
ま
す
か
？ 

漫
画
家
の
羽
海
野
チ
カ
さ
ん
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の1

0
0

％O
R

A
N

G
E

さ
ん

で
す
。
自
分
の
絵
柄
に
影
響
さ
れ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
で
す
け
ど
、
憧
れ
で

す
。 

▼
今
ま
で
に
印
象
に
残
っ
た
お
仕
事
は
あ
り
ま
す
か
？ 

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
１
年
な
の
で
す 

が
、
函
館
出
身
の
タ
レ
ン
ト
、
す
ず
は
ら
か
の
ん
さ
ん 

の
グ
ッ
ズ
で
、
シ
ー
ル
の
イ
ラ
ス
ト
を
担
当
さ
せ
て
い 

た
だ
い
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

▼
こ
れ
か
ら
し
て
み
た
い
お
仕
事
は
あ
り
ま
す
か
？ 

雑
誌
の
挿
絵
を
や
っ
て
見
た
い
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
媒
体 

で
な
く
て
、
手
に
と
っ
て
見
れ
る
紙
媒
体
の
も
の
で
お 

仕
事
し
て
み
た
い
で
す
。 

《
作
業
環
境
に
つ
い
て
》 

▼
ど
う
い
っ
た
方
法
で
描
い
て
い
ま
す
か
？ 

ク
リ
ッ
プ
ス
タ
ジ
オ
と
い
う
デ
ジ
タ
ル
ソ
フ
ト
で
描
い
て
い
ま
す
。 

《yu
cco

さ
ん
に
つ
い
て
》 

▼
出
身
地
は
ど
こ
で
す
か
？ 

函
館
市
で
す
。 

▼
学
生
時
代
は
何
を
さ
れ
て
い
ま 

し
た
か
？ 

高
校
卒
業
後
、
東
京
の
デ
ザ
イ
ン 

学
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
も
と 

も
と
絵
を
描
く
の
が
好
き
で
、
仕
事
に
し
た
い
と
思
い
、
進
学
し
ま
し
た
。 

▼
活
動
名
の
由
来
は
あ
り
ま
す
か
？ 

本
名
か
ら
き
て
い
て
、
呼
ば
れ
慣
れ
て
い
た
あ
だ
名
が
由
来
で
す
ね
。 

▼
絵
は
い
つ
か
ら
本
格
的
に
描
き
始
め
ま
し
た
か
？ 

ず
っ
と
描
い
て
き
た
ん
で
す
が
、
し
っ
か
り
描
こ
う
と
意
識
し
始
め
た
の
は
高

校
、
専
門
学
生
の
と
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

▼
な
ぜ
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
？ 

高
校
の
進
路
を
考
え
て
い
た
時
に
、
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
し
よ
う
と
思
っ
て
、

デ
ザ
イ
ン
の
学
校
に
行
っ
て
基
礎
を
学
ん
で
か
ら
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
道
に

進
み
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

▶イラストレーターyucco 様 

名刺・広告関連（チラシ・ポップ）のデ

ザイン、イラストを制作している。 

Mail  teropiyo@gmail.com 

Twitter @yucco_1106 

Instagram @yucco_1106 

foriio fori.io/yucco 
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デザイン 

ラフから完成まで 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼
描
く
と
き
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

何
を
描
い
て
ほ
し
い
が
、
先
生
の
意
図
を
汲
む
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
の
で
、
そ

こ
を
意
識
し
て
い
ま
す
。 

▼
描
く
う
え
で
こ
だ
わ
っ
て
い
る
部
分
は
あ
り
ま
す
か
？ 

先
生
に
よ
っ
て
作
風
が
違
う
の
で
、
ず
れ
が
生
じ
な
い
よ
う
に
作
風
に
合
わ
せ
て

描
く
こ
と
で
す
。 

▼
一
枚
に
か
け
る
時
間
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？ 

だ
い
た
い
２
・
３
時
間
く
ら
い
で
す
か
ね
。
線
だ
け
で
大
き
い
も
の
を
描
く
と
き

は
、
６
時
間
も
し
く
は
１
日
か
か
る
時
も
あ
り
ま
す
ね
。 

▼
最
後
に 

ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
取
材
さ
れ
る
と
い
う
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 
 

 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

▼
七
飯
町
で
活
動
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
？ 

実
家
が
七
飯
だ
か
ら
で
す
ね
。
あ
と
は
温
泉
が
あ
り
、
き
れ
い
な
景
色
が
多

く
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
場
所
だ
か
ら
で
す
か
ね
。 

▼
影
響
を
受
け
た
ク
リ
エ
イ
タ
ー
さ
ん
は
い
ま
す
か
？ 

大
暮
維
人
先
生
、
山
田
章
博
先
生
、
井
上
雄
彦
先
生
で
す
。
人
物
、
背
景
、

あ
と
漫
画
の
描
き
方
の
指
南
書
と
し
て
参
考
に
し
て
い
ま
す
。 

▼
今
ま
で
印
象
に
残
っ
た
お
仕
事
は
あ 

り
ま
す
か
？ 

一
番
最
初
に
お
仕
事
し
た
馬
場
先
生
の 

ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
す
ご
く
覚
え
て
い
ま 

す
。
地
元
に
い
て
地
元
の
背
景
を
描
く 

こ
と
が
感
慨
深
か
っ
た
で
す
。 

▼
こ
れ
か
ら
し
て
み
た
い
お
仕
事
は
あ 

り
ま
す
か
？ 

今
が
楽
し
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
（
笑
）
。 

《
作
業
環
境
に
つ
い
て
》 

▼
ど
う
い
っ
た
方
法
で
描
い
て
い
ま
す
か
？ 

ク
リ
ッ
プ
ス
タ
ジ
オ
と
い
う
デ
ジ
タ
ル
ソ
フ
ト
で
描
い
て
い
ま
す
。
色
も
塗

れ
て
漫
画
も
か
け
る
の
で
、
趣
味
で
描
く
の
も
ク
リ
ス
タ
を
使
用
し
て
い
ま

す
。 

▼
デ
ジ
タ
ル
の
メ
リ
ッ
ト
・ 

デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
か
？ 

メ
リ
ッ
ト
は
や
は
り
修
正
が
き
く 

こ
と
で
す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
紙 

と
し
て
残
ら
な
い
、
迫
力
の
無 

さ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。 

 

《
田
中
亜
弥
さ
ん
に
つ
い
て
》 

▼
出
身
地
は
ど
こ
で
す
か
？ 

七
飯
町
で
す
。 

▼
学
生
時
代
は
何
を
し
て
い
ま
し
た
か
？ 

趣
味
で
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
特
に 

部
活
は
し
て
お
ら
ず
帰
宅
部
で
し
た
ね
。 

▼
絵
を
描
き
始
め
た
最
初
の
記
憶
は
あ
り
ま
す
か
？ 

小
学
１
年
生
く
ら
い
に
遊
び
の
一
環
と
し
て
書
き 

始
め
ま
し
た
。
友
達
が
描
い
て
い
て
漫
画
家
が
人 

気
の
職
業
だ
っ
た
の
で
、
影
響
さ
れ
て
描
い
て
い
ま
し
た
。 

▼
絵
は
い
つ
か
ら
本
格
的
に
描
き
始
め
ま
し
た
か
？ 

小
学
５
年
生
く
ら
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
周
り
の
影
響
か
ら
漫
画
家
を

目
指
し
初
め
て
、
猫
の
漫
画
を
描
い
て
い
た
気
が
し
ま
す
。 

▼
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
漫
画
家
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
か
？ 

５
、
６
年
前
に
馬
場
康
誌
先
生
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
募
集
を
し
て
い
て
。
そ

こ
に
応
募
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
最
初
は
絵
を
描
か
ず
に
ア
シ
ス
タ

ン
ト
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
み
た
い
な
感
じ
で
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

▶漫画家アシスタント田中亜弥 様 

漫画家のアシスタントを掛け持ち 

ドライブが趣味で、毎日道南をぐるぐる

している。 

 

作業風景 

背景画 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最
後
ま
で
ご
覧
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
様
、
漫
画
ア
シ
ス
タ
ン
ト
様
に
取
材
が
出
来

て
光
栄
で
し
た
。
私
自
身
絵
を
描
く
人
間
な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視

点
や
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
非
常
に
興
味
深
い
時
間
で
し
た
。 

函
館
で
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、
何

が
で
き
る
の
か
を
こ
の
記
事
で
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。 

ま
た
、
こ
れ
か
ら
イ
ラ
ス
ト
、
漫
画
関
連
の
お
仕
事
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
方
々
に
、
少
し
で
も
力
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

ご
協
力
頂
い
た
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

【ご協力】 

・和土 遼 様 

・ひなこ 様 

・yucco 様 

・田中 亜弥 様 

 

取材へのご協力、誠にありがとうございました。 

 

あ
と
が
き 
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・どちらも「フリークライミング」の一種 

・よく見るロープを使うクライミングは、「リードクライミング」 
・「ボルダリング」は、クライミングシューズと手のみを使用する。 

クライミング

エイドクライミング
登るための道具以外も使用する

フリークライミング
登るための道具のみ使用する

ルートクライミング
ロープ等を使用する

リードクライミング
自分で安全確保する

トップロープクライミング
初めからロープで安全確保する

ボルダリング
ロープ等を使用しない

①登るための道具を使わない「フリークライミング」 

②安全のためのハーネスやロープなどを使用しない「ボルダリング」 

③自然の中にある岩ではなく「人工の壁」 



 

  

①ボルダリングジムにはホールドにシールが貼られている。 

同じ色のシールが貼られているホールドのみを使うことができる。 
 

②スタートのホールドには「足自由」と書かれているものがあり、これは足の位置を

好きな場所に置くことができるということ。 

何も書かれていない場合は足も指定されたホールドしか使用してはいけないこと

を指す。 
 

③ゴールのホールドを両手で掴むことで課題クリアとなる。 

・手汗を吸収する役割を持つ。 

・主成分は炭酸マグネシウム 

・液体タイプはアルコールに溶

かしたもの。 

・粉末タイプは粉状のもので、

これを袋に入れたものを屋内

では使用する。 

・固形タイプもある。 

・壁を登るために専用で作

られた靴 

・普段履いている靴とはこ

となり、小さめのサイズを

選ぶ。 

・つま先で体を支えること

もあるため、力が入りやす

いようにする役割がある。 

・壁に付いている突起物 

・登るときに手で掴むまた

は足場になる。 

・さまざまな種類がある！ 

・ガバ（ジャグ）,カチ（ク

リンプ）,スローパー,ポ

ケット,ピンチ 

など 

①人が登っているときに同じ壁を登らない。 

②壁を長時間占領しない（他の人と譲り合って使用する）。 

③壁を登るとき以外には近づかない。 



 

 

  

代
表
の
高
野
様
は
Ｕ
タ
ー
ン
で
函
館
に
！ 

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
は
趣
味
で
始
め
た
そ
う
で

す
。
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
を
継
続
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
お
店

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

な
ん
と
今
年
で
開
業
７
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。 

目
的
に
よ
っ
て
異
な
る
配
置
が
さ
れ
て
い

ま
す
。 

大
会
用
な
ら
指
の
力
だ
け
で
は
な
く
、
駆

け
引
き
が
で
き
る
よ
う
な
不
確
定
要
素
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

動
き
も
！ 

通
常
で
は
多
様
な
要
素
を
取
り
入
れ
、
１

回
で
は
難
し
く
て
も
改
善
し
て
何
度
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
な
配
置
で
す
。 

ホ
ー
ル
ド
の
形
状
や
向
き
な
ど
を
工
夫
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
は
比
較
的
新
し
い
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
の
分
野
で
す
。 

自
分
の
能
力
に
あ
っ
た
も
の
で
、
限
界

ギ
リ
ギ
リ
に
挑
戦
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

工
夫
を
凝
ら
し
て
課
題
を
こ
な
せ
た
時

の

が
魅
力
で
す
。 

今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
「
壁
」
を
、
自

分
の
力
で
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
き
の
感
覚
に
は
ハ
マ
っ
て
し
ま
い
そ

う…
…

。 

一
番
は
経
験
値
で
総
合
力
が
重
要
と
な
り

ま
す
。 

特
に
、

と
呼
ば
れ
る
予

見
の
能
力
が
カ
ギ
で
す
。 

数
を
こ
な
す
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
ホ
ー
ル

ド
の
持
ち
方
や
手
足
の
運
び
方
な
ど
細
か

い
調
整
が
大
切
で
す
。 

持
久
力
よ
り
も
瞬
発
力
が
試
さ
れ
ま
す
。 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
決
ま
っ
て
か
ら

年
齢
層
が
広
が
り
、
子
ど
も
が
爆
発
的
に
増

え
ま
し
た
。 

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

を
認
知
し
て
も
ら
う
た
め
に
開
い
て
い
た

「
イ
ベ
ン
ト
ウ
ォ
ー
ル
」
の
開
催
が
難
し
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

へ 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

 



 

  

オ
ー
ナ
ー
の
山
本
様
は
Ｕ
タ
ー
ン
で
函
館

に
！ 

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
は
昔
か
ら
趣
味
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
函
館
に
は
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
の
お
店
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
１

年
後
に
ジ
ム
を
創
設
さ
れ
ま
し
た
。 

６
年
前
に
お
店
の
規
模
拡
大
の
た
め
に
移

転
し
ま
し
た
。 

技
術
だ
け
で
は
な
く
、
筋
力
も
必
要
と

な
り
ま
す
。 

２
つ
の
能
力
を
同
時
に
高
め
な
い
と
、

課
題
を
こ
な
す
こ
と
は
難
し
い
で
す
。

そ
ん
な
課
題
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
た

と
き
の

は
一
番
の
魅
力
！ 

ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
前
に
楽
し
い
も
の
、

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
捉
え
て
ほ
し

い
そ
う
で
す
。
大
会
で
は
能
力
の
バ
ラ

ン
ス
が
重
要
と
な
り
ま
す
が
、
趣
味
で

あ
れ
ば
得
意
・
不
得
意
が
あ
っ
て
も
楽

し
め
ま
す
。 

お
互
い
に
認
め
合
う
こ
と
で
成
長
し
て

い
く
こ
と
も
魅
力
で
す
。 

ホ
ー
ル
ド
は
半
年
に
１
回
、
配
置
を
変
え

て
い
ま
す
。 

ど
う
い
う
動
き
を
さ
せ
た
い
の
か
を
考
え

な
が
ら
、
起
承
転
結
の
「
転
」
を
意
識
し

た
配
置
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

屋
外
の
岩
は
基
本
的
に
不
変
で
す
が
、
ホ

ー
ル
ド
の
位
置
は
変
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
と
こ
ろ
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

体
と
壁
を
近
づ
け
る
こ
と
で
、
手
の
負

担
は
減
り
、
足
の
負
担
が
増
す
こ
と
で

登
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
指
を
引
っ
か

け
る
こ
と
で
体
重
を
預
け
る
こ
と
が
コ

ツ
！ 

の
た
め
に
ホ
ー
ル

ド
の
形
状
や
手
の
使
い
方
を
考
え
る
こ

と
が
重
要
で
す
。 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
中
よ
り
は
、
競
技

種
目
に
決
ま
っ
た
直
後
に
来
客
数
が
大

き
く
増
加
し
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
２
０
２
０
年
の
４

月
か
ら
５
月
の
間
休
業
に
追
い
込
ま
れ

て
し
ま
い
、
影
響
は
大
き
か
っ
た
そ
う

で
す…

…

。 

 

へ 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

 



 

【ご協力・ご提供】 
HOMIE REDBRICK WAREHOUSE 

住所：北海道函館市入船町 1‐22 

代表 高野 祐輔 様 

HP：<http://homie.jp/bouldering.php> 

 

bouldering gym Xtreme 

住所：北海道函館市亀田町 8－44 

代表 山本 忠隆 様 

HP：<https://www.xtreme-gym.com/> 

取材にご協力いただきました皆様に 

心より感謝申し上げます。 

体
験
を
通
し
て 

リ
ー
ド
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
何
度
か
経
験
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
は
ロ
ー
プ
が
な
い
た
め
恐
怖
心

で
あ
ま
り
挑
戦
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

今
回
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
学
び
、
実
際
に
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

は
じ
め
は
、
基
本
と
な
る
簡
単
な
課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

し
た
。
降
り
る
と
き
は
そ
の
場
か
ら
飛
び
降
り
る
か
、
下
に

あ
る
ホ
ー
ル
ド
を
利
用
し
て
ゆ
っ
く
り
降
り
ま
す
。
実
は
、

私
は
高
い
所
が
苦
手
な
の
で
、
登
る
と
き
よ
り
も
降
り
る
と

き
の
方
が
怖
か
っ
た
で
す
。 

体
験
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
「
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
は
頭
を

使
う
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
オ
ブ
ザ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
初
心
者
に
は
難
し
い
で
す
が
、
考
え
て
、
挑
戦
し

て
、
ま
た
考
え
る
と
い
う
工
程
は
楽
し
い
で
す
。
少
し
ず
つ

課
題
を
熟
し
て
い
く
と
、
壁
が
現
れ
ま
し
た
。
ピ
ン
チ
と
呼

ば
れ
る
指
で
挟
む
ホ
ー
ル
ド
を
使
う
課
題
で
、
す
で
に
腕
の

力
が
限
界
を
迎
え
て
お
り
非
常
に
難
し
か
っ
た
で
す
。
丁
寧

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が
ら
何
度
も
挑
戦
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
ク
リ
ア
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
難
し
い
課

題
ほ
ど
工
夫
を
凝
ら
し
て
ク
リ
ア
で
き
た
と
き
の
達
成
感

は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
の
魅
力
の
一
つ
で
あ

る
こ
の
達
成
感
は
一
度
味
わ
う
と
癖
に
な
り
ま
す
！ 

最
近
で
は
、
女
性
や
子
ど
も
も
多
く
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！
！ 

http://homie.jp/bouldering.php
https://www.xtreme-gym.com/


    

  

 

  

倉見 乙楓 

ラ
ブ
ホ
テ
ル
を 解

く 

ラブホテルの変遷、発展に焦点を当

て、ラブホテルの新常識に迫る…！ 
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ラ
ブ
ホ
テ
ル
に 

 
 

 
ど
の
よ
う
な
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
か 
 

大学生に聞いてみました！ 

[ラブホテルにどのような印象を持っていますか？] 

・大人なイメージ ・性行為をする場所 ・意外と汚そう 

・設備が充実していて楽しそう ・街中にある ・料金が高そう  

・カップルが使う場所 ・内装が豪華で女子会にも使われている etc.. 

 

結
果
は
上
記
の
よ
う
な
意
見
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
。
実
際
は
ど
う
な
の

で
し
ょ
う
。 

 

今
日
の
ラ
ブ
ホ
テ
ル
は
最
新
の
ト

レ
ン
ド
を
取
り
入
れ
、
お
客
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
工
夫
を
試
行
錯
誤
し
て

い
ま
す
。
そ
の
代
表
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
の
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
」
や

「
女
子
会
プ
ラ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
、
休
憩
と
は
違
っ
た
プ
ラ
ン
の
導

入
で
す
。 

 

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ン
が
生

ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
記
事

で
は
ラ
ブ
ホ
テ
ル
の
歴
史
に
焦
点
を

当
て
、
ラ
ブ
ホ
テ
ル
の
変
遷
、
ラ
ブ

ホ
テ
ル
の
お
も
て
な
し
に
つ
い
て
取

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
ず
、
ラ
ブ
ホ
テ
ル
の
歴
史
に
つ

い
て
簡
単
に
説
明
し
て
い
き
ま
す
。 

【
ラ
ブ
ホ
テ
ル
の
歴
史
（
金
、20

08

）
】 

・
小
料
理
屋
旅
館
（
戦
前
） 

 
 

 
↓
 

・
簡
易
旅
館
（
戦
後
） 

 
 

 
↓
 

・
連
れ
込
み
旅
館 

 
 

 
↓
 

・
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ウ
ス 

 
 

 
↓
 

・
モ
ー
テ
ル 

 

こ
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
き
ま
し

た
。
戦
前
は
料
理
を
楽
し
み
、
安
い
値

段
で
休
め
る
旅
館
が
主
流
で
し
た
。

戦
後
、
人
口
増
加
に
伴
い
、
部
屋
の
需

要
が
高
ま
り
、
労
働
者
向
け
の
旅
館

に
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
こ
に
少
し
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
性

を
持
た
せ
る
と
カ
ッ
プ
ル
の
利
用
が

増
え
る
と
経
営
者
は
知
り
ま
し
た
。 

 

 

な
ぜ
カ
ッ
プ
ル
を
対
象
に
し
た
方
が
儲
か

る
と
考
え
た
の
か
、
そ
れ
は
、
カ
ッ
プ
ル
は
事

を
終
え
る
と
す
ぐ
に
帰
る
た
め
、
宿
泊
料
金
を

貰
い
つ
つ
も
回
転
が
早
い
こ
と
に
気
が
付
い

た
か
ら
で
す
。 

 

い
ち
早
く
需
要
を
探
し
、
他
の
ホ
テ
ル
に
負

け
な
い
よ
う
、
外
観
を
派
手
な
も
の
に
変
え
、

注
目
を
集
め
お
客
を
集
め
て
い
く
、
と
い
う
よ

う
な
お
客
の
ニ
ー
ズ
を
大
切
に
し
つ
つ
、
し
っ

か
り
儲
け
る
経
営
者
の
策
略
の
も
と
ラ
ブ
ホ

テ
ル
は
誕
生
し
ま
し
た
。 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
ラ
ブ
ホ
テ
ル
は
常
に
お
客
の
ニ

ー
ズ
を
軸
に
経
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
」
や
「
女
子
会
プ
ラ
ン
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
側
は
こ
う
い
っ

た
プ
ラ
ン
を
通
し
て
ラ
ブ
ホ
テ
ル

と
し
て
の
可
能
性
を
広
げ
る
一
環

で
始
め
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。 

ビ
ジ
ネ
ス
で
訪
れ
た
方
に
お
得

で
広
い
空
間
を
使
用
し
て
欲
し
い
、

女
子
会
を
検
討
し
て
い
る
お
客
に

は
、
カ
ラ
オ
ケ
や
公
園
と
は
違
う
設

備
が
整
っ
た
空
間
を
使
っ
て
欲
し

い
、
と
い
う
よ
う
な
空
間
を
求
め
る

お
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
取
り
組

み
で
あ
る
と
取
材
を
通
し
て
わ
か

り
ま
し
た
。 

ラ
ブ
ホ
テ
ル
と
他
の
ホ
テ
ル
の 

違
い
と
は
何
か 

ラブホテルと他のホテルでは、まず法律が異なります。 

ラブホテルは「風俗法」、他のホテルは「旅館業法」と呼ばれている法律のもとで

営業しているのです。 

ラブホテルでは 

・短時間の利用が可能  

  ・アダルトグッズが売っている 

・コスチューム借りることが可能 etc.. 

 

ラブホテルは風営法によって、公共施設の近くに建てられないなどの

制限がありますが、上記のような他のホテルでは受けられないサービ

スを受けることができます！ 

コンビニ BOXと呼ばれている BOXか

らアダルトグッズやドリンクを部屋の

中で購入することが出来る 



 

 

  

非
日
常
空
間
を
楽
し
む 

 
 
 
 

 
 
 

ラ
ブ
ホ
テ
ル
へ 

最新のテレビコンテンツや映画

が楽しめ、照明や音楽も自由に

楽しむことができます！ 

 

最
近
の
ラ
ブ
ホ
テ
ル
で

は
、
癒
し
の
空
間
を
提
供

す
る
こ
と
に
力
を
注
い
で

い
ま
す
。
部
屋
、
お
風
呂
、

テ
レ
ビ
、
ベ
ッ
ド
、
全
て
が

大
き
く
、
華
や
か
な
印
象

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。 

 

食
事
を
部
屋
で
楽
し
む

こ
と
が
で
き
、
一
緒
に
訪

れ
た
友
人
や
恋
人
た
ち
と

ゆ
っ
た
り
寛
ぐ
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。 

 

ラ
ブ
ホ
テ
ル
の
素
晴
ら

し
い
と
こ
ろ
は
徹
底
し
た

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
の
提

供
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。 

 

続
い
て
の
記
事
で
は
、

ラ
ブ
ホ
テ
ル
の
配
慮
や
お

も
て
な
し
術
を
い
く
つ
か

ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 



  

  

徹底されたプライバシーの保護 
 

駐
車
場
に
行
く
と
、
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
隠
す
た
め
の
板
が
置
か
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
「
ワ
ン
ガ
レ

ー
ジ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
、
駐
車
場
と

部
屋
が
一
体
に
な
っ
て
お
り
、
降
り

る
と
直
ぐ
に
部
屋
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

が
出
来
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

フ
ロ
ン
ト
に
行
く
前
か
ら
利
用
者

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。 

 

フ
ロ
ン
ト
に
着
く
と
タ
ブ
レ
ッ
ト

が
置
か
れ
て
お
り
、
空
き
部
屋
を
確

認
し
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

 

各
部
屋
に
精
算
機
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
部
屋
の
中
で
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ

ト
が
出
来
ま
す
。 

 

他
の
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
従
業

員
と
も
な
る
べ
く
接
触
し
な
い
よ
う

工
夫
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

各
部
屋
に
「
受
け
渡
し
棚
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
注
文
し
た
商
品
を
従
業

員
が
置
い
て
く
れ
る
棚
が
あ
り
ま

す
。 

 

 

従
業
員
が
部
屋
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

を
押
し
、
届
け
た
こ
と
を
伝
え
て
く

れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
流
行
し
た
「
置

き
配
」
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。 

 

お
客
同
士
、
従
業
員
、
ラ
ブ
ホ
テ

ル
に
居
る
全
て
の
人
々
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
保
護
す
る
工
夫
が
取
材
を
通

し
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
感

動
し
ま
し
た
。 



 

 

【ご協力・ご提供】 

・HOTEL IN THE GREEN TIMELESS RESORT函館 様 

・株式会社ケイエスジャパン 様 

 

私たちの学生活動である「地域プロジェクト」にご理解とご協力いただき、 

一同厚くお礼申し上げます。そして、アンケートにご協力くださった多くの大学

生の皆様、誠にありがとうございました。 

 

 

【参考文献】 

金益見（2008）『ラブホテル進化論』 文春新書 

お
わ
り
に 

 

こ
こ
ま
で
お
付
き
合
い
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
記
事
を
通
し
て
ラ
ブ

ホ
テ
ル
の
印
象
は
ど
の
よ
う

に
変
わ
っ
た
で
し
ょ
う
か 

 

私
自
身
、
ラ
ブ
ホ
テ
ル
は
性
行

為
を
す
る
場
所
と
い
う
印
象
が
強

か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
高
校
生

の
頃
、
友
人
か
ら 

「
ラ
ブ
ホ
テ
ル
で
女
子
会
が
で
き

る
ら
し
い
」 

と
聞
い
た
時
か
ら
ラ
ブ
ホ
テ
ル
は

違
う
使
い
方
、
す
な
わ
ち
風
俗
的

な
使
い
方
を
し
な
い
ラ
ブ
ホ
テ
ル

に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
今
回
は

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
と
し

て
取
材
出
来
た
事
、
非
常
に
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

取
材
を
し
て
い
く
と
、
ホ
テ
ル

の
内
装
の
清
潔
さ
、
最
新
の
コ
ン

テ
ン
ツ
の
導
入
な
ど
利
用
者
を 

飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
、
配
慮
な
ど

様
々
な
取
り
組
み
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。 

 

「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
」
や
「
女
子
会

プ
ラ
ン
」
が
誕
生
し
た
背
景
に
は
ホ

テ
ル
側
の
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
取
材
を
通
し
て
納

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

誰
に
で
も
癒
し
の
空
間
を
提
供
す

る
よ
う
に
変
遷
し
て
き
た
ラ
ブ
ホ
テ

ル
の
楽
し
み
方
は
利
用
者
の
自
由
で

す
。
友
人
の
誕
生
日
会
や
、
好
き
な

ア
イ
ド
ル
の
ラ
イ
ブ
を
鑑
賞
す
る
な

ど
な
ど…
。 

 

こ
の
記
事
を
通
し
て
、
新
し
い
ラ

ブ
ホ
テ
ル
の
楽
し
み
方
に
少
し
で
も

興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
と
幸

い
で
す
。 

  

〈
理
想
の
ラ
ブ
ホ
テ
ル
を
追
い
求

め
て
、
ラ
ブ
ホ
テ
ル
の
追
求
は
こ
の

先
も
終
わ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
、

ラ
ブ
ホ
テ
ル
は
こ
れ
か
ら
も
進
化
し

続
け
る
で
あ
ろ
う
。（
金
、20008

）
〉 

 



 

  

取
材
か
ら
記
事
作
成
ま
で
の
流
れ
を 

プ
ロ
か
ら
学
ん
で
き
ま
し
た 
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↑peeps hakodate89 号の表紙。最新号は 97 号で、 

約 8 年近く続いている。（2021 年 12 月現在） 

函
館
に
焦
点
を
当
て
た
無
料
の
タ
ウ
ン
誌
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
函
館
の
内

側
か
ら
根
差
し
て
い
く
か
を
考
え
、
毎
月
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
様
々
な
視
点
か

ら
歴
史
を
掘
り
下
げ
て
い
ま
す
。
函
館
に
住
ん
で
い
る
人
で
あ
れ
ば
、
思
わ
ず

共
感
し
て
し
ま
う
話
題
や
、
小
ネ
タ
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で

す
。
今
回
は
そ
ん
な
ｐ
ｅ
ｅ
ｐ
ｓ 

ｈ
ａ
ｋ
ｏ
ｄ
ａ
ｔ
ｅ
の
編
集
統
括
の
平
野

陽
子
さ
ん
に
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！ 

  

 

 

  

初
め
て
読
ん
だ
の
が
第
９
４ 

号
だ
っ
た
の
で
す
が
一
風
変
わ 

っ
た
雑
誌
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。 

ｐ
ｅ
ｅ
ｐ
ｓ
は
、
単
に
季
節
や 

行
事
に
関
わ
る
お
店
や
最
新
情 

報
を
紹
介
す
る
の
で
は
な
く
、 

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
内
側
か
ら 

函
館
に
根
差
し
て
い
け
る
か
を 

考
え
、
毎
月
テ
ー
マ
を
設
定
し 

て
い
ま
す
。
例
え
ば
「
こ
わ
い
」 

と
い
う
感
情
、「
タ
バ
コ
」、「
お
酒
」
と
い
う
よ
う
な
、
題
材
と
し
て
は
時
代
的

に
取
り
扱
い
に
く
そ
う
な
も
の
に
ま
で
切
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
お
酒

と
い
う
テ
ー
マ
で
あ
れ
ば
、
カ
ク
テ
ル
や
ミ
ニ
ボ
ト
ル
の
紹
介
、
ス
ナ
ッ
ク
の
ボ

ト
ル
キ
ー
プ
と
い
う
文
化
、
お
酒
の
ポ
ス
タ
ー
、
函
館
な
ら
で
は
の
イ
カ
の
珍
味

の
紹
介
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
テ
ー
マ
を
追
求
し
て
い
ま
す
。
変
と
い
う
よ
り

も
ツ
ッ
コ
ミ
ど
こ
ろ
が
多
い
と
表
現
し
た
方
が
適
切
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｚ
前
号
で
取
材
の
方
法
や
雑
誌
の
作
り
方
が
全
く
分
か
ら
ず
、
迷

走
し
た
経
緯
を
も
つ
私
は
、
ツ
ッ
コ
ミ
ど
こ
ろ
が
多
く
、
見
る
人
を
惹
き
つ
け
、

人
気
が
あ
る
雑
誌
を
作
っ
て
い
る
プ
ロ
か
ら
取
材
、
記
事
の
書
き
方
を
学
ん
で

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
前
号
の
添
削
ま
で
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！
そ
の
様
子
は

後
半
に
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

ヘ
ン
な
雑
誌
！
？ 

「p
e
e
p
s
 h

a
k
o
d
a
te

」
っ
て 

ナ
ン
だ
！
？ 

Local  

magazine 
函 

筆者が持っている 3 冊。発行先である蔦屋書店の宣伝はほとんどないらしい…↑ 



 
 

集
統
括
の
平
野
さ
ん
は
ｐ
ｅ
ｅ
ｐ
ｓ
に
創
刊
か
ら
携
わ
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
取
材

前
か
ら
疑
問
に
思
っ
て
い
た
「
函
館
に
焦
点
を
当
て
た
理
由
」
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し

た
。 

━
━

━

ま
ず
発
行
元
の
蔦
屋
書
店
が
代
官
山
に
次
ぐ
２
号
店
を
こ
の
函
館
に
創
業
す
る
と

な
っ
た
時
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
北
国
の
小
さ
な
ま
ち
に
根
差
し
て
い
け
る
か
を
考
え
た

時
に
、
こ
の
街
の
タ
ウ
ン
誌
を
つ
く
り
、
発
信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
内
側
か
ら
蔦
屋
書
店
が

市
民
に
浸
透
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
結
論
付
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
函
館
の
タ
ウ
ン

誌
を
つ
く
る
こ
と
が
出
来
る
人
を
探
し
た
と
き
に
た
ま
た
ま
現
編
集
長
（
吉
田
智
士
さ
ん
）

の
手
が
空
い
て
お
り
、
創
刊
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
彼
は
二
つ
返

事
で
了
承
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
宣
伝
を
す
る
と
広
告
媒
体
に
な
っ
て
し
ま
い
、
す
ぐ

捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
、
地
域
に
根
差
し
て
い
け
な
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
宣
伝
を

あ
ま
り
し
な
い
、
歴
史
の
あ
る
街
を
掘
り
下
げ
て
記
事
に
す
る
雑
誌
で
良
い
の
な
ら
、
と
い

う
条
件
の
下
で
創
刊
に
至
り
ま
し
た
。 

 

実
際
、
蔦
屋
書
店
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
は
わ
ず
か
で
、
同
書
店
の
懐
の
広
さ
が
垣
間
見
え
る

熱
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
し
た
。
ま
た
、
蔦
屋
書
店
に
は
、
長
靴
を
履
き
、
漁
師
の
よ
う
な
い
で

た
ち
の
お
じ
い
さ
ん
が
暖
炉
で
温
ま
り
な
が
ら
新
聞
を
読
む
よ
う
な
函
館
ら
し
い
風
景
が

見
ら
れ
る
お
店
に
し
た
い
と
い
う
理
想
像
も
あ
り
ま
し
た
。 

ｐ
ｅ
ｅ
ｐ
ｓ
は
無
料
だ
か
ら
、
興
味
が
な
い
か
ら
と
い
っ
た
理
由
で
読
者
が
捨
て

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
な
工
夫
を
多
く
施
し
て
い
ま
し
た
。
例
を
挙
げ
る
な
ら
、
雑
誌

の
装
丁
と
し
て
背
表
紙
を
つ
け
る
こ
と
で
、
本
棚
に
し
ま
っ
て
あ
る
時
で
も
な
ん
の

雑
誌
か
を
判
別
で
き
、
内
容
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
冒
頭
で
も
述
べ
ま

し
た
が
、
函
館
に
住
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
分
か
る
話
題
が
あ
る
こ
と
で
、
読
者
の
関

心
を
惹
き
、
読
み
飛
ば
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
面
白
い
記
事
に
仕
上
げ
て
い
る
の
で

す
。
こ
の
「
ツ
カ
ミ
」
が
非
常
に
重
要
だ
と
私
も
実
感
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
他
媒
体
な
ど
で
、
既 

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
よ
う
な
手 

垢
の
つ
い
た
話
題
で
も
、
ど
の 

よ
う
に
切
り
出
せ
ば
読
者
の
目 

を
惹
く
も
の
を
作
れ
る
か
を
考 

え
る
こ
と
も
大
切
だ
と
仰
っ
て 

い
ま
し
た
。
下
の
記
事
は
ビ
ジ 

ュ
ア
ル
が
整
っ
た
、
野
菜
の
特 

集
な
の
で
す
が
、
も
の
を
並
べ 

て
見
せ
る
編
集
や
小
ネ
タ
、
息 

抜
き
の
ペ
ー
ジ
を
作
る
こ
と
で 

特
集
に
厚
み
を
持
た
せ
て
い
る 

の
も
、
ｐ
ｅ
ｅ
ｐ
ｓ
の
特
徴
の 

一
つ
で
す
。 

 

 

  

編 about 
peeps 

創
刊
ま
で
の
経
緯
に
は 

熱
い
男
た
ち
の 

ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
！ 

↑野菜特集のページ。六次産品、在来種の野菜、新顔野菜などを 
いろいろな切り口で紹介している。 



 

 

 

  

interview 
～
取
材
編
～ 

そ
れ
で
は
平
野
さ
ん
に
取
材
の
仕
方
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 下
屋
敷
（
下
） 

テ
ー
マ
、
取
材
先
を
決
定
し
た
後
、
取
材
前
、
取 

材
時
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
な
ん
で
す
か
？ 

平
野
さ
ん
（
平
） 

前
提
と
し
て
「
文
章
を
書
き
た
い
、
読
み
手
に 

伝
え
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
根 

本
に
な
け
れ
ば
何
も
伝
わ
ら
な
い
、
つ
ま
ら
な
い
記
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、

取
材
前
の
段
階
で
も
う
一
つ
大
事
な
の
が
下
調
べ
で
す
。
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
対
し
て
興

味
が
あ
る
こ
と
や
、
背
景
な
ど
の
歴
史
、
掘
り
下
げ
る
中
で
生
ま
れ
た
疑
問
を
調
べ
、
質
問

の
方
向
性
を
定
め
る
こ
と
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

下 

な
る
ほ
ど
。
確
か
に
取
材
前
に
聞
き
手
の
情
報
や
知
識
を
持
っ
た
状
態
で
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
な
け
れ
ば
記
事
の
ゴ
ー
ル
が
見
え
て
こ
な
い
で
す
よ
ね
。 

平 

そ
の
通
り
で
す
。
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
分
か
る
よ
う
な
こ
と
を
記
事
に

し
て
も
目
新
し
さ
が
な
く
、
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
、
表
面
か
ら
で
は
絶
対
見
え
な
い
苦

労
話
や
、
少
々
下
世
話
な
部
分
な
ど
を
引
き
出
せ
た
ら
最
高
で
す
よ
ね
。 

下 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
調
べ
て
す
ぐ
出
て
く
る
情
報
を
記
事
に
し
て
も
面
白
み 

が 
 

 
 

 
 

 

が
な
く
読
み
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
中
身
の
濃
い
記
事 

に
す
る
こ
と
は
難
し
そ
う
で
す
ね
。 

平 

は
い
。
さ
ら
に
中
身
の
あ
る
記
事
に
す
る
た
め
に
は
、
一

本
調
子
の
質
問
は
や
め
る
こ
と
！
多
様
な
角
度
か
ら
質
問
を
切

り
出
し
、
美
談
だ
け
で
な
く
、
ダ
メ
だ
っ
た
話
を
聞
い
た
り…

。

堅
い
テ
ー
マ
だ
か
ら
と
い
っ
て
堅
い
話
の
み
を
し
て
い
て
も
、

記
事
と
し
て
は
退
屈
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
聞
き
手

が
先
入
観
に
捉
わ
れ
て
、
凝
り
固
ま
っ
た
質
問
は
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。 

下 

敵
は
自
分
の
先
入
観
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
う
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ら
な
い
質
問
、
情
報
を
引
き
出
す
コ
ツ
は
あ
り
ま
す
か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

平 

多
少
無
理
く
り
で
も
テ
ー
マ
、
取
材
先
を
好
き
に
な
り
、「
あ
な
た
に
興
味
が
あ

る
ん
だ
！
」
と
い
う
気
持
ち
で
ぶ
つ
か
る
こ
と
で
す
か
ね
。
そ
う
す
れ
ば
打
ち
解

け
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
。
あ
と
は
、
自
身
の
体
験
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
質

問
す
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、「
も
し
自
分
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
て
た
と
思
う
の
で

す
が
、
何
故
こ
う
し
た
の
で
す
か
。」
と
い
う
よ
う
に
聞
く
と
、
肝
が
見
え
て
く
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
肝
だ
な
と
思
う
所
は
、
目
の
色
を
変
え
て
ガ
ツ
ガ

ツ
掘
り
下
げ
て
質
問
す
る
べ
き
で
す
。
種
類
ご
と
の
ペ
ー
ジ
を
作
り
た
い
な
ら
、
写

真
と
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
つ
け
る 

た
め
の
説
明
を
お
願
い
す
る
こ
と 

も
忘
れ
ず
に
。 

 

 ・
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
は…

    
 

 

 

 

写
真
や
図
に
添
え
ら
れ
る
説
明
文
の
こ
と
。 

文
字
は
小
さ
く
て
良
い
。 

創
刊
ま
で
の
経
緯
に
は 

熱
い
男
た
ち
の 

ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
！ 

→

音
楽
特
集
の
レ
コ
ー
ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ペ
ー
ジ
。 

そ
れ
ぞ
れ
に
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
つ
い
て
い
る
。 



 

て
取
材
か
ら
記
事
を
書
き
終
え
る
の
っ
て
難
度
高
い
で
す
ね…

。
最
後
に
デ
ザ

イ
ン
や
構
成
に
つ
い
て
な
に
か
ポ
イ
ン
ト
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

平 

デ
ザ
イ
ナ
ー
で
は
な
い
の
で
詳
し
く
は
な
い
の
で
す
が
、
は
じ
め
は
シ
ン
プ

ル
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。
プ
ロ
で
も
洒
落
た
も
の
を
作
ろ
う
と
し
て
ず
っ
こ

け
る
な
ん
て
よ
く
あ
る
話
で
す
。
ま
ず
、
デ
ザ
イ
ン
あ
り
き
で
な
く
、
読
み
手

に
伝
え
た
い
事
を
考
え
て
文
章
を
書
く
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
目
立
た
せ
た

い
と
こ
ろ
を
決
め
て
、
そ
こ
か
ら
逆
算
し
て
デ
ザ
イ
ン
を
決
め
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
    

下 

な
る
ほ
ど
、
逆
算
で
す
か
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平 

は
い
、
逆
算
で
す
。
写
真
を

撮
る
際
に
も
、
白
い
ス
ペ
ー
ス

が
多
い
か
ら
余
白
を
大
き
く

撮
影
し
て
、
こ
の
上
に
文
字
を

乗
せ
よ
う
と
想
像
を
し
て
撮

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

下 

え
！
そ
こ
ま
で
考
え
て
取

材
時
に
写
真
を
撮
る
の
で
す

ね
。
色
々
教
え
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
前
号
の
記
事
で
は
、
今
教
わ

っ
た
事
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い

な
か
っ
た
気
が…

。） 

 

 

 

  

writing ～
記
事
編
～ 

取
材
編
を
経
て
、
あ
る
程
度
記
事
の
骨
組
み
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
取
材
す
る
こ
と
も
必
要

だ
と
学
び
ま
し
た
。
次
は
記
事
の
書
き
方
を
お
聞
き
し
て
み
ま
す
。 

 

下
屋
敷
（
下
） 

取
材
を
し
て
得
た
情
報
を
、
読
み
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
な
厚
み
の
あ
る
記

事
に
ま
と
め
る
た
め
に
は
ど
う
書
け
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

平
野
さ
ん
（
平
） 

難
し
い
で
す
ね…

。
自
分
の
書
い
て
い
る
も
の
が
ど
う
い
っ
た
雑
誌
、

記
事
か
を
意
識
し
、
や
り
た
い
、
伝
え
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
て
書
く
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

下 

そ
の
通
り
で
す
ね
。
こ
の
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｚ
の
よ
う
に
学
生
が
書
い
て
い
る
も
の
で
あ
っ

て
も
、
そ
こ
は
共
通
し
て
い
ま
す
よ
ね
。 

平 

そ
う
で
す
ね
。
そ
の
学
生
な
ら
で
は
の
視
点
、
大
学
生
に
し
か
書
け
な
い
記
事
を
書
い

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
変
わ
っ
て
い
る
と
思
っ
た
と
こ
ろ
は
素
直
に
文
章
に
し
て
い
い
で

す
し
、
言
葉
づ
か
い
も
ブ
ロ
グ
の
よ
う
な
タ
ッ
チ
で
個
性
を
出
し
た
方
が
経
験
と
し
て

も
意
味
が
生
ま
れ
、
記
事
に
よ
っ
て
は
よ
り
輝
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
迷
っ
た
と
き
は

自
分
が
「
お
も
し
れ
ー
！
！
」
と
思
っ
た
こ
と
を
道
標
に
し
て
書
く
と
良
い
で
す
よ
。 

下 

（
そ
ん
な
自
由
に
し
て
い
い
の
か
な…

。） 

こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
つ
つ
、
方
針
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
シ
ナ
リ
オ
立
て 

↑年末に作成されるその年

のまとめ本 

シ
ナ
リ
オ
上
手
で 

勝
負
の
時
代
。 

イ
ク
ゼ
！
！ 

↓和菓子特集の見出しページ。余白があり、そこに文字を乗せる

というデザインをしている実例。 

 



 

 

 

 

 

 

 

and 

check 

 

 

 

 

意
を
教
わ
っ
た
後
に
前
期
の
自
分
の
記
事
を
見
る
と
、
数
段
良
い
内
容
を
作
れ
た
と
感
じ

ま
す
し
、
も
う
一
度
書
き
直
し
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
さ
ら
な
る
向
上
の
た
め
に
平

野
さ
ん
に
添
削
を
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
お
恥
ず
か
し
い
で
す
が
、
２
ペ
ー
ジ
紹
介
し
ま
す
。 

 

ま
ず
、「
文
章
が
硬
い
。
ま
じ
め
す
ぎ
る
。」
と
の
こ
と
で
、
楽
し
い
話
題
で
あ
れ
ば
も
っ
と
砕

け
て
、
ふ
ざ
け
て
も
良
い
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。
空
気
や
、
温
度
感
、
お
店
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
適
切
に
紹
介
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
後
は
背
景
や
フ
ォ
ン
ト
を
変
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

る
こ
と
で
筆
者
の
意
見
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
内 

容
と
混
同
し
な
い
よ
う
に
明
確
に
す
る
こ
と
や
、

一
度
使
っ
た
言
葉
を
す
ぐ
使
わ
な
い
、
店
名
に
は

鍵
括
弧
を
つ
け
る
な
ど
が
主
な
添
削
ポ
イ
ン
ト
で

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

極 

 

・
ト
ル
ツ
メ
と
は…

 

 

文
字
を
取
っ
て
、
詰
め
る
と
い
う
意
味
。 

 ←

Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｚ 

ｖ
ｏ
ｌ
６
『
高
齢
者
の
憩
』
ｐ
５
１ 

お
店
側
か
ら
は
「
お
客
様
」
で
も
、
書
き
手
か
ら
は
「
お 

客
さ
ん
」
な
の
で
、
へ
り
く
だ
り
す
ぎ
る
必
要
は
な
い
。 

～
お
わ
り
に
～ 

最
後
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
ま
で
雑
誌
を
作
っ
た
こ
と
の
な
い
人
た
ち
が
、
完
成
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
を 

し
や
す
い
よ
う
に
、
と
始
ま
っ
た
今
回
の
テ
ー
マ
で
し
た
が
い
か
が
だ
っ
た 

で
し
ょ
う
か
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
ま
で
の
導
入
を
盛
り
上
げ
、
苦
労
話
を
書 

き
、
最
後
に
驚
か
せ
た
り
、
感
動
さ
せ
た
り
と
い
う
流
れ
で
書
け
れ
ば
本
当 

は
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
技
量
が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
洒
落
か
ら
離
れ 

よ
う
と
、
見
出
し
を
古
臭
く
し
て
み
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
取
材
の
極
意
を
お 

忘
れ
な
き
よ
う…

。 

 

取
材
協
力
・
紙
面
画
像
提
供 

ｐ
ｅ
ｅ
ｐ
ｓ
編
集
統
括 

平
野
陽
子
様 

and 

correct 

プ
ロ
の
添
削
！
！ 

シ
ン
プ
ル
ｉ
ｓ
ベ
ス
ト
で 

攻
略
！ 

↓

Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｚ 

ｖ
ｏ
ｌ
６
「
高
齢
者
の
憩
」
ｐ
４
９ 

文
章
の
１
文
字
目
を
大
き
く
す
る
デ
ザ
イ
ン
は
花
丸
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。 



 

取材先一覧 

 

函館市役所観光部観光誘致課様/ pente様/ IRONOWA 様 / 

LONGWALK様 / 和土遼様 / ひなこ様 / yucco 様 / 田中亜弥様 

函館どさんこファーム 代表 池田賢治様 / peeps 平野陽子様 

HOTEL IN THE GREEN TIMELESS RESORT 函館様 / 

株式会社ケイエスジャパン様 / 

HOMIE REDBRICK WAREHOUSE 代表 高野祐輔様 / 

Bouldering gym Xtreme 代表 山本忠隆様 

町田京介(編集室長) / 倉見乙楓(副編集室長) /  

下屋敷怜也(広報) / 高谷綺良(広報) / 

佐藤悠(デザイン) / 宮本ななみ(デザイン) /  

小柄篤志 / 平石悠 

指導教員 藤井麻由 / 畠山大 

MIMIZ 編集室 

北海道教育大学函館校 地域政策グループ 地域プロジェクト 

道南地域くらし応援プロジェクト(MIMIZ 編集室) 

〒040-8567 北海道函館市八幡町 1 番 2 号 北海道教育大学函館校 畠山研究室 

Mail hatakeyama.dai@h.hokkyodai.ac.jp 

Tel/Fax 0138-44-4248 

Instagram @mimiz362 

Twitter @mimiz362 
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編集室メンバー 
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  編集後記 
①第 7号の記事でお勧めしたいところ ②取材で大変だったこと 

③MIMIZの活動で学んだこと     ④今後挑戦したいこと 

⑤最後に一言！ 

【MIMIZ】第 7号を終えて 

メンバーに記事や取材について 

5つの質問をしました！ 

①店内の写真をたくさん載せたので、隅々まで見て欲しいです！素

敵な雑貨がたくさんあるので。また、店長さんとのインタビュー内

容から、そのお店の雰囲気も感じてもらえたら嬉しいです。 

②どのように雑貨の魅力を届けるか…どうすれば雑貨に興味も持っ

てもらえるか…というところを考えるのが大変でした。少しでも届

くと良いのですが…！ 

 

③MIMIZ の活動を通して、函館の地域の方々との交流や、自分から

さまざまなことを発信することの楽しさや大変さを感じました。自

分の伝えたいことを相手に伝えることはとても難しいですが、この

活動を通して、少しレベルアップできた気がします。 

④今後は…自分の趣味や興味を持ったことをどんどん知っていきた

いです！MIMIZ の活動で学んだこと、身につけたことを生かして、積

極的に行動できたらいいなと思っています。 

⑤前期、後期の活動を通して、このメンバーで 2 回も雑誌を発行で

きたことが何より嬉しいです。メンバーの皆とも仲良くなれて、素

敵な雑誌になったのではないかなと思っています。MIMIZ 編集部に

所属できて、とっても楽しかったです！ 

①町田の旅ブログ。全日天気悪いところが町田らしい。晴れ女と一緒に行く

べきだったなぁ。 

②交通費！！たけっ！！大学に申請？めんどくせっ！！ 

③自分で動けばなんでも生まれる。人って怖くないよ！！ 

④ラジオ、テレビを通して函館内外の人、地の魅力を伝える活動。 

⑤スシローの濃厚うにまぜそばが大好き❤️ 
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①今回紹介した乗馬クラブさんは初心者の方でも安心なガイドと馬種なの

で、少しでも興味を持った方は是非乗馬を体験してみてほしいです。 

②取材先で、自分の記事に書きたいことを引き出すことが難しかったです。 

③活動の中で、地域の活動は様々なつながりの下で緻密に絡み合っており、

それらの連携によって地域が成り立っていることの一端を学ぶことがで

きました。 

④前期・後期で調べたこと（居酒屋・乗馬）について、アルバイトなどで実

際に仕事に関わり、より理解を深めたいと感じました。 

⑤記事を手に取っていただきありがとうございました。 

 

 

 

①イラストレーター、漫画家アシさんの本音が聞ける記事だと思う。各クリ

エイターの絵を見て欲しい。 

②取材では特には大変なことは無かった。原稿完成に日程的に厳しいも

のがあった。 

③行動すれば協力を得られることが出来るんだなと学んだ。このプロジェク

トで教育大だからかもしれないが、思い切って話しかけるとか動く事が重

要だと思った。 

④今後はビートボックスや、ラップ関連にも挑戦してみたい。視野を広げて、

興味を広く深くしていきたい。 

⑤プロジェクトに関わることが出来て面白かった。御協力頂いた方、学生の

皆さん、先生方ありがとうございました。 



 

 

①タイトル通り「ボルダリングの魅力」です。簡単な基礎知識から登る

コツまであるので、ぜひ体験してみてください。 

②体験をさせていただいた後に筋肉痛になったことです。運動不足を実

感しました。 

③雑誌の作り方や取材交渉の行い方を学びました。さらに、人々のつな

がりや支え合いを通してさまざまな活動が行われているということ

を学ぶことができました。 

④自分の趣味や興味を広めて、積極的に行動に移したいです。 

⑤MIMIZ の発行は多くの方に御協力を頂き、素晴らしいものとなりまし

た。今後もプロジェクト並びに MIMIZを宜しくお願いします。 

 

①やっぱり記事の作り方についてですね。そこを伝えたくてテーマを決

めたので。 

②自分自身、イメージが固まらないまま取材に行ってしまったので用意

した質問以上のことを聞きたかった時に、発言が迷走してしまったと

ころです。 

③何かを伝える、何かを書くということは楽しいが、そのために必要な

エネルギーが莫大だなと感じました。 

④最終的に記事というところからデザインに興味が移ったので、暇があ

れば何か始めてみたいですね。 

⑤見ていただきありがとうございました。個人的には前作より、先輩の

記事よりも「見てもらえる」「記憶の片隅に残る」ことを目標としてい

たので達成できていたら嬉しいです。 

 



1. 地面を這う・・・現場に密着して地域を見る 

2. 地中に潜る・・・物事を掘り下げて調べる 

3. 良い土を作る・・・地域の「土」となる人材を育てる 

4. 薬になる・・・自分自身が地域にとって有為な人物となる 

5. 後退しない・・・いつも前向きに 

 

からふる 

MIMIZ～誌名の由来～ 
ミミズの生き物としての特徴に倣い、それを理想とする活動を行う。 

様々な視点から函館を見る本誌が 

彩り豊かで華やかであることを願って 



 

函館の知られざる“魅力”を大学生の目線で解剖！ 

あなたの函館ライフがもっと楽しくなる一冊！ 

函館山夜景ランキング   位 

2021年前期 
地域プロジェクト 

最高傑作‼ 

MIMIZ006電子版 絶賛配信中！ 

知られざる夜景鑑定士の仕事 

１ 
函館の海鮮 烏 

賊 
居酒屋おすすめの 
海鮮メニュー！ 

カラオケ 

高齢者の引きこもり防止!? 

利用客への  い 

イカダベッサー 
大解剖 想 

スナック 

＃カフェを知る 
日常生活に 

 ちょっぴり贅沢な 

 アクセントはいかが 

 
飼う覚悟 

の責任 命 
保護ネコ活動からみる函館 

ボードゲームの世界 

今、あえて 

アナログゲーム 
アナログゲームを 

ヒーロー大活躍中！ 

体力や運動神経が 
すべてではない！ 

フェンシング 

の魅力！ 

©2021MIMIZ 



編集長から 

 この度は数ある冊子の中から MIMIZ007『からふる』をお読みいただきありがとうございます。北

海道教育大学の“地域プロジェクト”は、地域に根差した活動を行うことで、函館の普段知りえな

い魅力を発見し、学生の力でまたそれを推し進めていくというもので、MIMIZはその一つです。 

 私たちは普段、情報を受け取る側として過ごしています。しかし、この 

冊子を作るにあたって私たちは情報を発信する側となりました。テーマ 

を設定し、取材に赴き、記事にまとめる……こうした作業は「大変」 

という言葉では表しきれないほどの労力が必要でした。その結晶が 

今回の MIMIZであり、各学生の自信作を集めることができました。 

 この活動を通して私たちが感じたのは“自分で動けば何かが変わ 

る”ということです。受け身で感じていたこと、実際に見て聞いて 

感じたことには大きな差がありました。もしこの文を、これから大学 

生になる方が読んでいるなら、大学に入る前に今から動いてみてくださ 

い。百聞は一見に如かず。MIMIZもそのきっかけに過ぎません。 

 私たちが作る MIMIZはこれで終わりですが、来年は新たなメンバーが新た 

な MIMIZを今よりももっと地域と根強く、また学生らしさ全開の雑誌を作り 

ます。今後の MIMIZご期待ください。どうにも堅苦しい編集長からでした。 

 

↑ 

これでもかと笑う 

編集長：町田京介 



 

 

←今号に関するアンケートを行っております。 

 皆さんのご意見・感想ぜひお寄せください。 

MIMIZ—からふる—（通算 7 号） 2022 年 2 月発行  

〒040-8567 北海道函館市八幡町 1-2 北海道教育大学函館校 畠山研究室 

お問い合わせ  0138-44-4248  hatakeyama.dai@h.hokkyodai.ac.jp 

 


